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【
翻
訳
】

章
学
誠
『
校
讎
通
義
』
訳
注
（
五
）
巻
三　
「
漢
志
六
藝
第
十
三
」

文
教
大
学
目
録
学
研
究
会
（
向
嶋
成
美
・
坂
口
三
樹
・
樋
口
泰
裕
・
渡
邉　

大
・
宇
賀
神
秀
一
・
王　

連
旺
・
小
田
健
太
・
加
藤
文
彬
）
訳

　

本
稿
は
、
章
学
誠
『
校
讎
通
義
』
の
訳
注
で
あ
る
。
今
号
で
は
、
巻
三
の
「
漢
志
六
藝
第
十
三
」
を
訳
出
す
る
。
担
当
は
渡
邉
で
あ
る
。

前
号
に
引
き
続
き
、
底
本
に
は
、
葉
瑛
『
文
史
通
義
校
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
を
用
い
、
あ
わ
せ
て
、
嘉
業
堂
本
、
劉
公
純
標
点

の
『
文
史
通
義
』（
古
籍
出
版
社
、
一
九
五
六
年
、
中
華
書
局
新
一
版
、
一
九
六
一
年
）、
葉
長
清
『
文
史
通
義
注
』（
無
錫
国
学
専
修
学
校
叢
書
、
一
九
三

五
年
）、
王
重
民
『
校
讎
通
義
通
解
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
傅
傑
導
読
、
田
映
㬢
注
本
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
劉
兆
祐
『
校

讎
通
義
今
註
今
訳
』（
台
湾
学
生
書
局
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
校
讎
通
義　

章
学
誠　

漢
書
藝
文
志　

六
藝
略　

六
経

校
讎
通
義 

巻
三

漢
志
六
藝
第
十
三

漢
志
諸
子
第
十
四

漢
志
詩
賦
第
十
五

漢
志
兵
書
第
十
六

漢
志
術
數
第
十
七

漢
志
方
技
第
十
八
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漢
志
六
藝
第
十
三

【
原
文
】

六
經
之
名
、
起
於
後
世
、
然
而
亦
有
所
本
也【
注
一
】。
荀
子
曰
、

「
夫
學
始
乎
誦
經
、
終
乎
讀
禮
」【注
二
】。
莊
子
曰
、「
丘
治
『
詩
』、

『
書
』、『
禮
』、『
樂
』、『
易
』、『
春
秋
』
六
經
」【注
三
】。
荀
、
莊
皆

孔
氏
再
傳
門
人
［
原
注
：
二
子
皆
子
夏
氏
門
人
、去
聖
未
遠
］【注
四
】、其
書

明
著
六
經
之
目
、
則
「
經
解
」
之
出
於
『
禮
記
』、
不
得
遂
謂
剿

説
於
荀
卿
也【
注
五
】。
孔
子
曰
、「
述
而
不
作
」【注
六
】。
又
曰
、「
蓋
有

不
知
而
作
之
者
、
我
無
是
也
」【注
七
】。
六
經
之
文
、
皆
周
公
之
舊

典
、
以
其
出
於
官
守
而
皆
爲
憲
章
、
故
述
之
而
無
所
用
作
。
以

其
官
守
失
傳
而
師
儒
習
業
、
故
尊
奉
而
稱
經
。
聖
人
之
徒
、
豈

有
私
意
標
目
、
強
配
經
名
、
以
炫
後
人
之
耳
目
哉
。
故
經
之
有

六
、
著
於
『
禮
記
』、
標
於
『
莊
子
』、
損
爲
五
而
不
可
、
增
爲

七
而
不
能
、
所
以
爲
常
道
也
。
至
於
『
論
語
』、『
孝
經
』、『
爾

雅
』、則
非
六
經
之
本
體
也
。
學
者
崇
聖
人
之
緒
餘
而
尊
以
經
名
、

其
實
皆
傳
體
也
［
原
注
：
非
周
公
舊
典
、
官
司
典
常
］。
可
以
與
六
經

相
表
裏
、而
不
可
以
與
六
經
爲
並
列
也
。
蓋
官
司
典
常
爲
經
、而

師
儒
講
習
爲
傳
、
其
體
判
然
有
別
、
非
謂
聖
人
之
書
、
有
優
有

劣
也
。
是
以
劉
歆
『
七
略
』、
班
固
『
藝
文
』、
敍
列
六
藝
之
名
、

實
爲
九
種
。
蓋
經
爲
主
而
傳
爲
附
、
不
易
之
理
也
。
後
世
著
録

之
法
、
無
復
規
矩
準
繩
、
或
稱
七
經
、
或
稱
九
經
、
或
稱
十
三

經
、
紛
紛
不
一【
注
八
】。
若
紀
甲
乙
部
次
、
固
無
傷
也
。
乃
標
題
命

義
、
自
爲
著
作
、
而
亦
徇
流
俗
稱
謂
、
可
謂
不
知
本
矣
［
原
注
：

計
書
幾
部
爲
幾
經
可
也
。
劉
敞
『
七
經
小
傳
』【注
九
】、黃
敏
『
九
經
餘
義
』【注
一
〇
】、

本
非
計
部
之
數
、
而
不
依
六
藝
之
名
、
不
知
本
也
］。

右
十
三
之
一

【
訓
読
文
】

六
経
の
名
は
後
世
に
起
こ
る
。
然
れ
ど
も
亦
た
本
づ
く
所
有

り
。
荀
子
曰
く
、「
夫
れ
学
は
誦
経
に
始
ま
り
、
読
礼
に
終
わ

る
」
と
。
荘
子
曰
く
、「
丘
は
、
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
易
・
春
秋

の
六
経
を
治
む
」
と
。
荀
、
荘
は
皆
な
孔
氏
再
伝
の
門
人
な
り

［
原
注
：
二
子
は
皆
な
子
夏
氏
の
門
人
、聖
を
去
る
こ
と
未
だ
遠
か
ら
ず
］。
其

の
書
に
明
ら
か
に
六
経
の
目
を
著
せ
ば
、則
ち
「
経
解
」
の
『
礼

記
』
に
出
づ
る
は
、
遂
に
荀
卿
に
剿
説
す
と
謂
う
を
得
ず
。
孔

子
曰
く
、「
述
べ
て
作
ら
ず
」
と
。
又
曰
く
、「
蓋
し
知
ら
ず
し

て
之
を
作
る
者
有
り
、我
是
れ
無
き
な
り
」
と
。
六
経
の
文
、皆

な
周
公
の
旧
典
、
其
の
官
守
に
出
づ
る
を
以
て
皆
な
憲
章
と
為

る
。
故
に
之
を
述
べ
て
作
を
用
い
る
所
無
し
。
其
の
官
守
伝
を
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失
い
て
師
儒
習
業
す
る
を
以
て
の
故
に
尊
奉
し
て
経
を
称
す
。

聖
人
の
徒
、豈
に
私
意
も
て
標
目
し
、強
い
て
経
名
を
配
し
、以

て
後
人
の
耳
目
を
炫
ま
す
有
ら
ん
。
故
に
経
の
六
有
る
は
『
礼

記
』
に
著
さ
れ
、『
荘
子
』
に
標
さ
れ
、
損
じ
て
五
と
為
す
も
不

可
、
増
し
て
七
と
為
す
も
能
わ
ず
、
常
道
と
為
す
所
以
な
り
。

『
論
語
』『
孝
経
』『
爾
雅
』
に
至
り
て
は
則
ち
六
経
の
本
体
に
は

非
ざ
る
な
り
。学
者 

聖
人
の
緒
餘
を
崇
び
て
尊
ぶ
に
経
の
名
を

以
て
す
る
も
、
其
の
実
は
皆
な
伝
の
体
な
り
［
原
注
：
周
公
の
旧
典
、

官
司
の
典
常
に
非
ず
］。
以
て
六
経
と
相
表
裏
す
可
く
し
て
、
以
て

六
経
と
並
列
を
為
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
蓋
し
官
司
の
典
常
を

経
と
為
し
、
而
し
て
師
儒
の
講
習
を
伝
と
為
す
。
其
の
体
判
然

と
し
て
別
有
り
、
聖
人
の
書
に
優
有
り
劣
有
り
と
謂
う
に
非
ざ

る
な
り
。
是
の
以
に
劉
歆
『
七
略
』、
班
固
『
藝
文
』、
六
藝
の

名
を
敘
列
す
る
に
実
は
九
種
為
り
。
蓋
し
経
は
主
為
り
、
伝
は

附
為
る
は
、
不
易
の
理
な
り
。
後
世
著
録
の
法
、
復
た
規
矩
準

縄
無
く
、
或
い
は
七
経
を
称
し
、
或
い
は
九
経
を
称
し
、
或
い

は
十
三
経
を
称
し
、
紛
紛
と
し
て
一
な
ら
ず
。
甲
乙
と
部
次
を

紀
す
が
若
き
は
、
固
よ
り
傷
無
し
。
乃
ち
標
題
命
義
し
、
自
ら

著
作
を
為
す
に
、
亦
た
流
俗
の
称
謂
に
徇
う
は
本
を
知
ら
ず
と

謂
う
べ
し［
原
注
：
書
を
計
り
て
幾
部
を
幾
経
と
為
す
は
可
な
り
。
劉
敞『
七

経
小
伝
』、
黄
敏
『
九
経
餘
義
』
は
、
本
よ
り
計
部
の
数
に
非
ず
し
て
六
藝
の
名

に
依
ら
ざ
る
は
本
を
知
ら
ざ
る
な
り
］。

右
十
三
の
一

【
現
代
語
訳
】

六
経
と
い
う
呼
称
は
後
世
に
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
そ
れ
に
は
ま
た
も
と
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
荀
子
は
、

「
そ
も
そ
も
学
問
と
い
う
も
の
は
、
経
書
の
暗
誦
に
始
ま
り
、
礼

を
読
む
こ
と
に
終
わ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。『
荘
子
』
に
は
、「
丘

は
、
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
易
・
春
秋
の
六
経
を
治
め
ま
し
た
」

と
あ
る
。
荀
子
、荘
子
は
と
も
に
孔
氏
再
伝
の
門
人
で
あ
る
［
原

注
：
二
人
は
と
も
に
子
夏
氏
の
門
人
で
あ
り
、
聖
人
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
ま
だ

そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
］。
そ
の
書
に
は
っ
き
り
と
六
経
の
内
訳
を
記

し
て
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
経
解
」
篇
が
『
礼
記
』
に
あ
る

の
は
、
荀
子
を
剿
説
し
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
も
で
き

ま
い
。
孔
子
は
、「（
聖
人
の
教
え
を
）
祖
述
す
る
だ
け
で
創
作
す
る

こ
と
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
思
う
に
、
し
っ
か
り

理
解
し
な
い
ま
ま
に
新
説
を
作
り
出
す
者
も
い
る
が
、
私
は
そ

う
い
う
こ
と
は
し
な
い
」と
も
言
っ
て
い
る
。
六
経
の
文
は
、す

べ
て
周
公
の
旧
典
で
あ
り
、
官
府
の
職
掌
と
し
て
作
ら
れ
た
も
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の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
常
典
（
不
変
の
法
典
）
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
祖
述
す
る
の
み
で
創
作
す
る
余
地
な
ど

な
い
の
だ
。
六
経
が
、
官
府
の
職
掌
と
し
て
の
伝
承
を
失
っ
て

師
儒
が
（
民
間
に
）
教
授
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
（
後
世
に
）
そ

れ
ら
を
尊
び
奉
っ
て
経
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
聖

人
の
徒
が
、
勝
手
に
名
前
を
つ
け
た
り
、
無
理
に
経
と
呼
ん
で
、

後
人
の
判
断
を
く
ら
ま
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ

の
た
め
、
経
が
六
つ
で
あ
る
こ
と
は
、『
礼
記
』
や
『
荘
子
』
に

は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
減
ら
し
て
五
つ
に
す

る
こ
と
も
、
増
や
し
て
七
つ
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
だ
。

（
六
経
を
）
恒
常
普
遍
の
道
と
す
る
所
以
で
あ
る
。『
論
語
』、『
孝

経
』、『
爾
雅
』
に
つ
い
て
は
、
六
経
の
本
体
で
は
な
い
。
学
ぶ

者
が
、
聖
人
の
余
技
を
尊
崇
し
て
経
の
名
を
も
っ
て
呼
ぶ
も
の

の
、
実
際
は
ど
れ
も
伝
の
体
な
の
で
あ
る
［
原
注
：
つ
ま
り
周
公
の

旧
典
、
官
府
の
典
常
で
は
な
い
］。
伝
は
六
経
と
相
表
裏
す
る
も
の
で

は
あ
る
が
、六
経
と
並
び
立
つ
も
の
で
は
な
い
。
お
も
う
に
、官

司
の
常
典
を
経
と
し
、師
儒
の
講
習
を
伝
と
す
る
の
で
あ
る
。そ

の
体
に
は
は
っ
き
り
と
し
た
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

て
、聖
人
の
書
に
優
劣
が
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。こ

う
し
た
わ
け
で
劉
歆
の
『
七
略
』、班
固
の
『
漢
書
』
藝
文
志
は
、

六
藝
の
名
で
も
っ
て
諸
書
を
列
叙
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
九

種
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。お
も
う
に
経
が
主
で
あ
っ
て
、伝

が
附
で
あ
る
の
は
、
不
易
の
理
で
あ
る
。
後
世
に
お
よ
ぶ
と
著

録
の
方
法
に
基
準
が
な
く
な
り
、あ
る
も
の
は
七
経
を
称
し
、あ

る
も
の
は
九
経
を
称
し
、
ま
た
あ
る
も
の
は
十
三
経
を
称
し
て
、

紛
紛
と
し
て
定
ま
ら
な
い
。
甲
乙
と
配
列
を
記
載
し
て
い
く
場

合
に
は
、
も
ち
ろ
ん
問
題
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
題
目
を
記
し

た
り
書
名
を
つ
け
た
り
す
る
際
や
、自
ら
著
作
を
な
す
際
に
、流

俗
の
呼
称
に
従
う
の
は
根
本
を
知
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
［
原
注
：
書
物
を
数
え
て
幾
部
を
幾
経
と
い
う
の
は
か
ま
わ
な
い
。
劉
敞
の

『
七
経
小
伝
』
や
、
黄
敏
の
『
九
経
餘
義
』
は
、
も
と
も
と
書
物
の
数
を
数
え
た

も
の
で
は
な
い
の
に
六
藝
の
名
に
従
わ
な
い
の
は
根
本
を
知
ら
な
い
の
で
あ

る
］。以

上
、
十
三
の
一

【
訳
注
】

一　

本
節
は
、
経
書
が
経
と
呼
ば
れ
、
六
経
と
総
称
さ
れ
る
に
至
る
ま

で
の
経
緯
、
ま
た
、『
漢
書
』
藝
文
志
・
六
藝
略
が
、
論
語
（
十
二
家
、

二
百
二
十
九
篇
）、
孝
経
（
十
一
家
、
五
十
九
篇
）、
小
学
（
十
家
、
四
十
五
篇
）

を
含
ん
で
実
際
に
は
九
種
の
下
位
分
類
か
ら
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
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六
藝
（
略
）
と
称
す
る
理
由
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
本
節
と

同
様
の
議
論
は
左
以
下
に
引
く
『
文
史
通
義
』
経
解
上
に
も
み
え
て

い
る
。

六
經
不
言
經

0

0

0

0

0

、三
傳
不
言
傳
、猶
人
各
有
我
而
不
容
我
其
我
也
。
依0

經
而
有
傳

0

0

0

0

、
對
人
而
有
我
、
是
經
傳
人
我
之
名
、
起
於
勢
之
不
得

已
、
而
非
其
質
本
爾
也
。
易
曰
『
上
古
結
繩
而
治
、
後
世
聖
人
易

0

0

0

之
以
書
契

0

0

0

0

、
百
官
以
治

0

0

0

0

、
萬
民
以
察

0

0

0

0

。』
夫
爲
治
爲
察
、
所
以
宣

幽
隱
而
達
形
名
、
布
教
而
齊
法
度
也
、
未
有
以
文
字
爲
一
家
私
言

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

也0

。
…
…
三
代
之
衰

0

0

0

0

、
治
教
既
分

0

0

0

0

、
夫
子
生
於
東
周

0

0

0

0

0

0

、
有
德
無
位
、

懼
先
聖
王
法
積
道
備
、至
成
周
、無
以
續
且
繼
而
至
於
淪
失
也
、於

是
取
周
公
之
典

0

0

0

0

0

章0

、
所
以
體
天
人
之
撰
而
存
治
化
之
迹
者
、
獨
與

其
徒
、
相
與
申
而
明
之
。
此
六
藝
之
所
以
雖
失
官
守
、
而
猶
賴
有

師
教
也
。
然
夫
子
之
時

0

0

0

0

、
猶
不
名
經
也

0

0

0

0

0

。
逮
夫
子
既
歿
、
微
言
絶

而
大
義
將
乖
、
於
是
弟
子
門
人
、
各
以
所
見
、
所
聞
、
所
傳
聞
者
、

或
取
簡
畢
、
或
授
口
耳
、
録
其
文
而
起
義
。
左
氏
春
秋
、
子
夏
喪

服
諸
篇
、
皆
名
爲
傳
、
而
前
代
逸
文

0

0

0

0

、
不
出
於
六
藝
者

0

0

0

0

0

0

、
皆
謂
之

0

0

0

傳0

…
…
則
因
傳
而
有
經
之
名

0

0

0

0

0

0

0

、
猶
之
因
子
而
立
父
之
號
矣
。

至
於
官
師
既
分

0

0

0

0

0

0

、
處
士
横
議

0

0

0

0

、
諸
子
紛
紛

0

0

0

0

、
著
書
立
説

0

0

0

0

、
而
文
字

0

0

0

始
有
私
家
之
言

0

0

0

0

0

0

、
不
盡
出
於
典
章
政
教
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
儒
家
者
流

0

0

0

0

、
乃
尊
六

0

0

0

藝
而
奉
以
爲
經

0

0

0

0

0

0

、
則
又
不
獨
對
傳
爲
名
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
荀
子
曰

0

0

0

、「
夫
學
始

0

0

0

於
誦
經

0

0

0

、終
於
習
禮

0

0

0

0

」。
荘
子
曰

0

0

0

、「
孔
子
言
治

0

0

0

0

『
詩0

』『
書0

』『
禮0

』

『
樂0

』『
易0

』『
春
秋

0

0

』
六
經

0

0

」。
又
曰
、「
繙
十
二
經
、
以
見
老
子
」。

荀
荘
皆
出
子
夏
門
人

0

0

0

0

0

0

0

0

、
而
所
言
如
是
、
六
經
之
名

0

0

0

0

、
起
於
孔
門
弟

0

0

0

0

0

子
亦
明
矣

0

0

0

0

。

然
所
指
專
言
六
經

0

0

0

0

0

0

、
則
以
先
王
政
教
典
章

0

0

0

0

0

0

0

0

、
綱
維
天
下
、
故
『
經0

解0

』
疏
別
六
經

0

0

0

0

、
以
入
國
可
知
其
教
也

0

0

0

0

0

0

0

0

。『
論
語

0

0

』
述
夫
子
之
言

0

0

0

0

0

行0

、『
爾
雅

0

0

』
爲
羣
經
之
訓
詁

0

0

0

0

0

0

、『
孝
經

0

0

』
則
又
再
傳
門
人
之
所
述

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

與0

『
緇
衣

0

0

』『
坊0

』『
表0

』
諸
記

0

0

、
相
爲
出
入
者
爾

0

0

0

0

0

0

。
劉
向

0

0

・
班
固

0

0

之
徒

0

0

、
序
類
有
九

0

0

0

0

、
而
稱
藝
爲

0

0

0

0

六0

、
則
固
以
三
者
爲
傳

0

0

0

0

0

0

0

、
而
附
之

0

0

0

於
經

0

0

、
所
謂
離
經
之
傳

0

0

0

0

0

0

、
不
與
附
經
之
傳
相
次
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
…
…
後
世
著

0

0

0

録
家

0

0

、
因
文
字
之
繁
多
、
不
盡
關
於
綱
紀
、
於
是
取
先
哲
之
微
言

0

0

0

0

0

0

、

與
羣
經
之
羽
翼

0

0

0

0

0

0

、皆
稱
爲
經

0

0

0

0

。
如0

『
論
語

0

0

』『
孟
子

0

0

』『
孝
經

0

0

』、與0

夫
大
小

0

0

0

『
戴
記

0

0

』
之
別
於

0

0

0

『
禮0

』、『
左
氏

0

0

』『
公0

』『
穀0

』
之
別
於

0

0

0

『
春
秋

0

0

』、
皆
題
爲
經

0

0

0

0

、
乃
有
九
経

0

0

0

0

、
十
經

0

0

、
十
三

0

0

、
十
四
經

0

0

0

、
以

爲
專
部
、
蓋
尊
經
而
并
及
經
之
支
裔
也
。
而
儒
者
著
書
、
始
嚴
經

名
、
不
敢
觸
犯
、
則
尊
聖
教
而
慎
避
嫌
名
、
蓋
猶
三
代
以
後
、
非

人
主
不
得
稱
我
爲
朕
也
。
然
則
今
之
所
謂
經
、
其
強
半
皆
古
人
之

所
謂
傳
也
。
古
之
所
謂
經

0

0

0

0

0

、
乃
三
代
盛
時

0

0

0

0

0

、
典
章
法
度

0

0

0

0

、
見
於
政

教
行
事
之
實
、
而
非
聖
人
有
意
作
爲
文
字
以
傳
後
世
也
。

章
学
誠
に
よ
れ
ば
、
文
字
は
上
古
、
政
教
を
布
き
、
法
度
を
斉
え
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る
た
め
に
聖
人
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
私

門
の
著
述
は
存
在
し
え
な
か
っ
た
。
三
代
の
末
に
至
る
と
政
治
と
学

問
は
分
離
し
、
官
守
か
ら
師
教
の
時
代
へ
と
移
り
、
孔
子
が
（
述
べ
て

作
ら
ず
の
立
場
か
ら
）
周
公
の
典
章
（
＝
六
藝
）
を
継
承
し
た
も
の
の
、そ

の
没
後
に
は
弟
子
た
ち
の
間
で
異
説
が
生
じ
、
各
自
耳
目
に
ふ
れ
た

伝
承
や
己
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
を
文
字
に
記
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
が
伝
で
あ
る
。
章
学
誠
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
至
っ
て
、
伝
に

対
し
て
経
と
い
う
呼
称
が
生
ま
れ
た
と
し
、ま
た
、さ
ら
に
後
世
、諸

子
に
よ
っ
て
私
家
の
言
が
著
述
と
し
て
出
現
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

儒
家
は
（
他
学
派
に
対
抗
す
る
た
め
）
六
藝
の
書
を
経
と
尊
称
す
る
よ
う

に
な
り
、
六
経
と
い
う
総
称
も
孔
子
の
門
人
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
と

す
る
。

こ
う
し
て
、
章
学
誠
は
、（
諸
子
の
書
物
に
は
、
経
・
伝
に
わ
か
れ
て
い
る

も
の
も
あ
る
が
）
学
術
の
源
流
と
い
う
点
か
ら
、
経
は
本
来
、
先
王
の

政
教
典
章
の
み
を
指
し
、
劉
向
や
班
固
が
、
経
書
の
分
類
と
し
て
六

藝
と
い
う
名
称
を
用
い
た
こ
と
、
そ
の
一
方
で
、
離
経
の
伝
で
あ
る

『
論
語
』『
爾
雅
』『
孝
経
』
を
六
藝
略
に
付
し
た
こ
と
を
当
を
得
た
も

の
と
評
価
し
、
反
対
に
、
本
来
、
伝
に
す
ぎ
な
い
『
論
語
』『
孟
子
』

『
孝
経
』『
大
戴
礼
』『
左
伝
』『
公
羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
な
ど
を
経
と
呼

び
な
し
た
り
、
九
経
、
十
経
、
十
三
経
、
十
四
経
な
ど
と
総
称
し
た

り
、
そ
の
よ
う
な
分
類
を
設
け
た
り
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
こ
の

よ
う
な
主
張
は
、
章
学
誠
の
、
六
経
を
、
周
公
の
旧
典
と
し
て
、
治

教
一
体
の
官
守
の
学
か
ら
師
教
に
よ
る
伝
承
と
い
う
流
れ
の
中
で
捉

え
よ
う
と
す
る
構
想
か
ら
必
然
的
に
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

二　
『
荀
子
』
勧
学
篇
に
「
學0

惡
乎
始
、
惡
乎
終
。
曰
、
其
數
則
始
乎

0

0

誦
經

0

0

、
終
乎
讀
禮

0

0

0

0

、
其
義
則
始
乎
爲
士
、
終
乎
爲
聖
人
。
眞
積
力
久

則
入
。
學
至
乎
没
而
後
止
也
。
故
學
數
有
終
、
若
其
義
則
不
可
須
臾

舍
也
。
爲
之
人
也
、
舍
之
禽
獸
也
。
故
書0

者
政
事
之
紀
也
、
詩0

者
中

聲
之
所
止
也
、
禮0

者
法
之
大
分
、
類
之
綱
紀
也
。
故
學
至
乎
禮
而
止

矣
。
夫
是
之
謂
道
德
之
極
。
禮0

之
敬
文
也
、
樂0

之
中
和
也
、
詩
書

0

0

之

博
也
、
春
秋

0

0

之
微
也
、
在
天
地
之
閒
者
畢
矣
。」
と
あ
る
。
こ
れ
は
儒

家
の
書
に
お
い
て
経
書
に
対
し
「
経
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
い
る

最
初
の
例
で
あ
る
。
こ
の
後
、
章
学
誠
が
、『
荘
子
』
の
用
例
を
挙
げ

た
り
、『
礼
記
』
経
解
に
言
及
す
る
の
は
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る

の
が
（
六
経
す
べ
て
で
は
な
く
）
書
・
詩
・
礼
・
楽
・
春
秋
の
五
つ
で
あ

る
た
め
で
あ
る
。

三　
『
荘
子
』
天
運
篇
に
「
孔
子
謂
老
聃
曰
、『
丘
治
詩

0

0

0

・
書0

・
禮0

・
樂0

・

易0

・
春
秋
六
經

0

0

0

0

、
自
以
爲
久
矣
、
孰
知
其
故
矣
。
以
奸
者
七
十
二
君
、

論
先
王
之
道
、
而
明
周
・
召
之
迹
、
一
君
無
所
鉤
用
。
甚
矣
夫
、
人

之
難
説
也
、道
之
難
明
邪
』」
と
あ
る
。
こ
れ
が
書
名
を
列
挙
し
た
う
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え
で
「
六
経
」
と
総
称
す
る
最
初
の
例
で
あ
る
。
経
書
の
順
序
に
つ

い
て
付
言
す
る
と
、『
荘
子
』
天
下
篇
で
も
、
詩
・
書
・
礼
・
楽
・

易
・
春
秋
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
経
書
を
列
挙
す
る
も

の
に
、
上
に
み
た
『
荀
子
』
勧
学
篇
の
書
・
詩
・
礼
・
楽
・
春
秋
、

『
荀
子
』
栄
辱
篇
の
詩
・
書
・
礼
・
楽
、
儒
効
篇
の
詩
・
書
・
礼
・

楽
・
春
秋
、（
章
学
誠
も
引
く
）『
礼
記
』
経
解
篇
の
詩
・
書
・
楽
・
易
・

礼
・
春
秋
、『
淮
南
子
』
泰
族
篇
の
易
・
書
・
楽
・
詩
・
礼
・
春
秋
な

ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、
先
秦
か
ら
漢
代
に
か
け
て
、
儒
教
に

取
り
込
ま
れ
経
典
化
さ
れ
る
の
が
比
較
的
遅
か
っ
た
易
が
徐
々
に
序

列
を
あ
げ
て
い
っ
た
様
子
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。『
漢
書
』芸
文
志

が
、
易
・
書
・
詩
・
礼
・
楽
・
春
秋
の
順
序
を
と
る
の
は
序
列
化
の

最
終
的
形
態
で
あ
り
（
勿
論
歴
史
的
事
実
で
は
な
い
が
当
時
の
考
え
に
し
た

が
っ
て
）
そ
の
成
書
の
古
い
順
に
な
ら
べ
た
も
の
で
あ
る
。

四　

荀
子
が
子
夏
再
伝
の
門
人
と
い
う
説
は
、『
春
秋
公
羊
伝
注
疏
』
の

（
范
寧
）
序
に
付
さ
れ
た
（
楊
士
勛
）
疏
に
、「
穀
梁
子
名
俶
、
字
元
始
、

魯
人
、
一
名
赤
、
受
經
於
子
夏

0

0

0

0

0

、
爲
經
作
傳
、
故
曰
榖
梁
傳
、
傳
孫

0

0

卿0

。」
と
し
て
み
え
る
。

一
方
、荘
子
が
、子
夏
の
流
れ
を
汲
む
と
い
う
説
は
、韓
愈
の
「
送

王
秀
才
序
」
に
、「
吾
常
以
爲
孔
子
之
道
大
而
能
博
、
門
弟
子
不
能
徧

觀
而
盡
識
也
。
故
學
焉
而
皆
得
其
性
之
所
近
、
其
後
離
散
分
處
諸
侯

之
國
、
又
各
以
所
能
授
弟
子
原
遠
而
末
益
分
。
蓋
子
夏
之
學
其
後
有

0

0

0

0

0

0

0

田
子
方

0

0

0

、
子
方
之
後
流
而
爲
莊
周

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
故
周
之
書
喜
稱
子
方
之
爲
人
。」

と
み
え
て
い
る
。

五　

す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、『
礼
記
』
経
解
篇
に
は
、「
入
其
國
、
其

教
可
知
也
。
其
爲
人
也
、
温
柔
敦
厚
、
詩0

教
也
。
疏
通
知
遠
、
書0

教

也
。
廣
博
易
良
、
樂0

教
也
。
絜
靜
精
微
、
易0

教
也
。
恭
儉
莊
敬
、
禮0

教
也
。
屬
辭
比
事
、春
秋

0

0

教
也
。
故
詩0

之
失
、愚
。
書0

之
失
、誣
。
樂0

之
失
、
奢
。
易0

之
失
、
賊
。
禮0

之
失
、
煩
。
春
秋

0

0

之
失
、
亂
。
其
爲

人
也
、温
柔
敦
厚
而
不
愚
、則
深
於
詩0

者
也
。
疏
通
知
遠
而
不
誣
、則

深
於
書0

者
也
。
廣
博
易
良
而
不
奢
、
則
深
於
樂0

者
也
。
絜
靜
精
微
而

不
賊
、
則
深
於
易0

者
也
。
恭
儉
莊
敬
而
不
煩
、
則
深
於
禮0

者
也
。
屬

辭
比
事
而
不
亂
、則
深
於
春
秋

0

0

者
也
。」
と
あ
る
。「『
經
解
』
之
出
於

『
禮
記
』、不
得
遂
謂
剿
説
於
荀
卿
也
」
と
あ
る
の
は
難
解
だ
が
、詩
・

書
・
楽
・
易
・
礼
・
春
秋
の
六
経
が
す
べ
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
章
学
誠
は
、『
礼
記
』
経
解
篇
の
こ
の
記
述
は
、
漢
代
に
ま
と

め
ら
れ
た
『
礼
記
』
に
収
め
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
書
・
詩
・
礼
・

楽
・
春
秋
の
五
つ
を
挙
げ
た
『
荀
子
』
勧
学
篇
の
記
述
と
は
別
系
統

の
（
場
合
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
古
い
）
伝
承
を
受
け
た
も
の
と
考
え
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

六　
『
論
語
』
述
而
篇
に
「
子
曰
、
述
而
不
作

0

0

0

0

、
信
而
好
古
、
竊
比
於
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我
老
彭
。」
と
あ
る
。

七　
『
論
語
』
述
而
篇
に
「
子
曰
、
蓋
有
不
知
而
作
之
者

0

0

0

0

0

0

0

0

、
我
無
是
也

0

0

0

0

。

多
聞
擇
其
善
者
而
從
之
、
多
見
而
識
之
、
知
之
次
也
」
と
あ
る
。

八　
「
六
経
」
は
、「
周
公
之
旧
典
（
＝
官
司
之
典
常
）」
の
み
で
あ
り
、「
師

儒
之
講
習
」
を
「
伝
」
と
し
て
明
確
に
区
別
す
る
章
学
誠
の
立
場
か

ら
は
、
七
経
、
九
経
、
十
三
経
と
い
う
分
類
は
も
ち
ろ
ん
、（
経
が
滅

び
た
た
め
に
楽
を
除
い
た
）
五
経
と
い
う
括
り
も
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ

ら
の
呼
称
を
用
い
た
書
名
を
挙
げ
る
と
、『
四
庫
提
要
』
五
経
総
義
類

に
は
、
宋
・
劉
敞
『
七
経
小
伝
』
の
ほ
か
、
宋
・
岳
珂
『
刊
正
九
経

三
伝
沿
革
例
』、
不
著
撰
人
名
氏
『
明
本
排
字
九
経
直
音
』、
元
・
何

異
孫
『
十
一
経
問
対
』、
日
本
・
山
井
鼎
『
七
経
孟
子
考
文
』、
清
・

顧
炎
武
『
九
経
誤
字
』
な
ど
が
あ
る
。

六
経
か
ら
早
く
に
滅
ん
だ
楽
を
除
い
た
易
・
書
・
詩
・
礼
・
春
秋

が
五
経
で
あ
り
、
そ
の
早
い
用
例
と
し
て
、『
史
記
』
楽
書
の
「
至
今

上
即
位
、
作
十
九
章
、
令
侍
中
李
延
年
次
序
其
声
、
拝
爲
協
律
都
尉
。

通
一
經
之
士
不
能
獨
知
其
辭
、
皆
集
會
五
經

0

0

家
、
相
與
共
講
習
讀
之
、

乃
能
通
知
其
意
、
多
爾
雅
之
文
。」
が
あ
げ
ら
れ
る
（
な
お
、『
史
記
』

に
は
こ
の
一
例
の
み
な
の
に
対
し
、『
漢
書
』
に
は
、
有
名
な
武
帝
紀

の
「（
建
元
五
年
）
置
五
經

0

0

博
士
」
を
始
め
、「
五
経
」
の
語
が
頻
出
し

て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
班
固
が
ま
と
め
た
『
白
虎

通
義
』
巻
九
に
は
「
五
経
」
の
一
節
が
設
け
ら
れ
、「
五
經
何
謂
。
謂

『
易
』、『
尙
書
』、『
詩
』、『
禮
』、『
春
秋
』
也
。」
と
あ
っ
て
、『
漢

書
』
藝
文
志
の
六
芸
略
と
の
関
係
も
興
味
深
い
）。
ま
た
、一
般
に
は
、

五
経
に
『
論
語
』『
孝
経
』
を
加
え
た
も
の
も
七
経
と
い
う
が
、『
後

漢
書
』
張
純
伝
に
は
「
七
経
」
の
語
が
み
え
、
李
賢
注
に
は
、「
易
・

書
・
詩
・
禮
・
樂
・
春
秋
・
論
語
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
六
経
に
、
論

語
・
孝
経
・
小
学
を
加
え
る
と
九
経
、
三
礼
、
春
秋
三
伝
と
を
分
か

ち
、
さ
ら
に
孟
子
を
加
え
る
と
十
三
経
に
な
る
な
ど
内
容
は
様
々
で

あ
る
。

な
お
、
六
藝
の
語
は
『
史
記
』
の
孔
子
世
家
に
、「
孔
子
以
詩
書

禮
樂
教
、
弟
子
蓋
三
千
焉
、
身
通
六
藝

0

0

者
七
十
有
二
人
。」、
滑
稽
列

伝
に
、「
孔
子
曰
、
六
蓺

0

0

於
治
一
也
。『
禮
』
以
節
人
、『
樂
』
以
發
和
、

『
書
』
以
道
事
、『
詩
』
以
達
意
、『
易
』
以
神
化
、『
春
秋
』
以
義
」

と
見
え
る
の
が
早
い
用
例
の
よ
う
で
あ
る
。

九　
『
四
庫
簡
明
目
録
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

七
經
小
傳
三
卷

宋
劉
敞
撰
。
七
經
者
、
一
尙
書
、
二
毛
詩
、
三
周
禮
、
四
儀
禮
、
五

禮
記
、
六
公
羊
傳
、
七
論
語
也
。
宋
人
説
經
、
毅
然
自
異
於
先
儒
、

實
自
敞
始
、
遂
開
一
代
之
風
氣
。
然
敞
學
有
根
柢
、
故
能
自
爲
一

家
之
言
。
後
來
不
能
學
其
深
究
古
義
、
而
學
其
排
撃
古
義
、
則
傎
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也
宜
矣
。

章
学
誠
に
よ
れ
ば
、
易
、
楽
、
春
秋
を
含
ま
ず
、
三
礼
を
そ
れ
ぞ

れ
一
経
と
し
て
数
え
て
い
る
点
が
不
見
識
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
〇
『
通
志
』
芸
文
略
「
経
解
」
に
「
九
経
餘
義
、
一
百
巻
。
宋
朝
處
士

黄
敏
」
と
あ
る
。

【
原
文
】

『
孝
經
』
本
以
經
名
者
也
、
樂
部
有
傳
無
經
者
也
。
然
『
樂

記
』
自
列
經
科
、
而
『
孝
經
』
止
依
傳
例
、
則
劉
、
班
之
特
識

也
。
蓋
『
樂
經
』
亡
而
其
記
猶
存
、則
樂
之
位
次
固
在
經
部
、非

若
『
孝
經
』
之
出
於
聖
門
自
著
也
。
古
者
諸
侯
大
夫
失
其
配
、則

貴
妾
攝
主
而
行
事
、
子
婦
居
嫡
、
固
非
攝
主
之
名
也【
注
一
】。
然
而

溯
昭
穆
者
不
能
躋
婦
於
舅
妾
之
列
、
亦
其
分
有
當
然
也
。
然
則

六
藝
之
名
、
實
爲
『
七
略
』
之
綱
領
、
學
者
不
可
不
知
其
義
也
。

右
十
三
之
二

【
訓
読
文
】

『
孝
経
』は
本
よ
り
経
を
以
て
名
づ
け
ら
る
る
者
な
り
。
楽
部

は
伝
有
り
て
経
無
き
者
な
り
。
然
れ
ど
も
『
楽
記
』
は
自
ら
経

の
科
に
列
し
、『
孝
経
』
は
止
だ
伝
例
に
依
る
は
、
則
ち
劉
、
班

の
特
識
な
り
。
蓋
し
『
楽
経
』
亡
ぶ
も
其
の
記
猶
お
存
せ
ば
、則

ち
楽
の
位
次
は
固
よ
り
経
部
に
在
り
、『
孝
経
』
の
聖
門
の
自
著

に
出
づ
る
が
若
き
に
は
非
ざ
る
な
り
。古
者 

諸
侯
大
夫
其
の
配

を
失
わ
ば
、
則
ち
貴
妾 

主
を
攝
し
て
事
を
行
う
。
子
婦 

嫡
に

居
る
は
、
固
よ
り
主
を
攝
す
る
の
名
に
非
ざ
る
な
り
。
然
れ
ば

昭
穆
を
溯
る
者
、
婦
を
舅
妾
の
列
に
躋
す
能
わ
ず
、
亦
た
其
の

分
当
に
然
る
べ
く
有
る
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
六
藝
の
名
は
実
は

『
七
略
』
の
綱
領
為
り
、
学
者
其
の
義
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

右
十
三
之
二

【
現
代
語
訳
】

『
孝
経
』は
も
と
も
と
経
を
も
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
楽
部
は
伝
の
み
で
経
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
楽
記
』
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
経
の
類
に

列
せ
ら
れ
、『
孝
経
』
は
た
だ
伝
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、

劉
歆
、班
固
の
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
た
見
識
で
あ
る
。
思
う
に
、楽

経
は
亡
佚
し
て
い
て
も
そ
の
注
解
が
ま
だ
存
し
て
い
る
か
ら
に

は
、楽
の
位
置
づ
け
は
も
ち
ろ
ん
経
部
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、そ

れ
は
『
孝
経
』
が
孔
門
の
徒
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

の
と
は
事
情
が
違
う
の
で
あ
る
。
古
代
、
諸
侯
や
大
夫
が
正
妻
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を
亡
く
し
た
場
合
、身
分
の
高
い
妾
媵
が
主
人
（
で
あ
る
正
妻
）
の

代
行
と
し
て
事
に
あ
た
っ
た
。
媳
婦
が
嫡
位
に
あ
る
の
は
、
も

ち
ろ
ん
主
人
の
代
行
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。だ
か
ら
、宗

廟
で
昭
穆
を
遡
及
す
る
者
も
、
媳
婦
を
舅
妾
の
列
に
配
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
そ
の
区
別
も
そ
の
よ
う
に
あ
る
べ
き

も
の
と
し
て
あ
る
。で
あ
る
か
ら
六
藝
と
い
う
名
称
は
実
に『
七

略
』
の
綱
領
な
の
で
あ
り
、
学
ぶ
者
は
そ
こ
に
込
め
ら
れ
て
い

る
意
義
を
知
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
十
三
の
二 

【
訳
注
】

一　

本
箇
所
は
難
解
だ
が
、楽
経
が
滅
ん
だ
あ
と
の
楽
記
を
貴
妾
に
、子

婦
を
『
孝
経
』
に
例
え
た
も
の
と
し
て
解
し
た
。
楽
記
は
周
公
の
旧

典
で
あ
る
六
経
の
一
で
あ
る
楽
経
の
注
釈
で
あ
る
か
ら
楽
経
そ
の
も

の
が
滅
ん
だ
の
ち
も
経
（
の
注
解
）
と
し
て
扱
い
、『
孝
経
』
は
経
と
い

う
名
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
師
儒
の
講
習
に
過
ぎ
な
い
の
で
伝
と

し
て
扱
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
漢
書
』
藝
文
志
・
六
藝
略
・
楽
は

以
下
の
通
り
。

樂
記
二
十
三
篇
。

王
禹
記
二
十
四
篇
。

雅
歌
詩
四
篇
。

雅
琴
趙
氏
七
篇
。
名
定
、
勃
海
人
、
宣
帝
時
丞
相
魏
相
所
奏
。

雅
琴
師
氏
八
篇
。
名
中
、
東
海
人
、
傳
言
師
曠
後
。

雅
琴
龍
氏
九
十
九
篇
。
名
德
、
梁
人
。

凡
樂
六
家
、
百
六
十
五
篇
。
出
淮
南
劉
向
等
琴
頌
七
篇

易
曰
、「
先
王
作
樂
崇
德
、
殷
薦
之
上
帝
、
以
享
祖
考
」。
故
自
黄
帝

下
至
三
代
、
樂
各
有
名
。
孔
子
曰
、「
安
上
治
民
、
莫
善
於
禮
。
移
風

易
俗
、
莫
善
於
樂
」。
二
者
相
與
並
行
。
周
衰
俱
壞
、
樂
尤
微
眇
、
以

音
律
為
節
、
又
為
鄭
衞
所
亂
故
無
遺
法
。
漢
興
、
制
氏
以
雅
樂
聲
律
、

世
在
樂
官
、頗
能
紀
其
鏗
鏘
鼓
舞
、而
不
能
言
其
義
。
六
國
之
君
、魏

文
侯
最
為
好
古
、
孝
文
時
得
其
樂
人
竇
公
、
獻
其
書
、
乃
周
官
大
宗

伯
之
大
司
樂
章
也
。
武
帝
時
、
河
間
獻
王
好
儒
、
與
毛
生
等
共
采
周

官
及
諸
子
言
樂
事
者
、
以
作
樂
記
、
獻
八
佾
之
舞
、
與
制
氏
不
相
遠
。

其
內
史
丞
王
定
傳
之
、
以
授
常
山
王
禹
。
禹
、
成
帝
時
為
謁
者
、
數

言
其
義
、
獻
二
十
四
卷
記
。
劉
向
校
書
、
得
樂
記
二
十
三
篇
、
與
禹

不
同
、
其
道
以
益
微
。

【
原
文
】

讀
『
六
藝
略
』
者
、
必
參
觀
於
『
儒
林
列
傳
』、
猶
之
讀
『
諸

子
略
』、
必
參
觀
於
孟
荀
、
管
晏
、
老
莊
申
韓
列
傳
也
［
原
注
：
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『
詩
賦
略
』
之
鄒
陽
、
枚
乘
、
相
如
、
揚
雄
等
傳
、『
兵
書
略
』
之
孫
吳
、
穰
苴

等
傳
、『
術
數
略
』
之
龜
策
、
日
者
等
傳
、『
方
技
略
』
之
扁
鵲
倉
公
等
傳
、
無

不
皆
然
］。
孟
子
曰
、「
誦
其
詩
、
讀
其
書
、
不
知
其
人
可
乎
」【注
一
】。

『
藝
文
』
雖
始
於
班
固
、而
司
馬
遷
之
列
傳
實
討
論
之
。
觀
其
敍

述
戰
國
秦
漢
之
間
、
著
書
諸
人
之
列
傳
、
未
嘗
不
於
學
術
淵
源
、

文
詞
流
別
、
反
復
而
論
次
焉【
注
二
】。
劉
向
、
劉
歆
、
蓋
知
其
意
矣
。

故
其
校
書
諸
敍
論
、
既
審
定
其
篇
次
、
又
推
論
其
生
平
。
以
書

而
言
、
謂
之
敍
録
可
也
。
以
人
而
言
、
謂
之
列
傳
可
也【
注
三
】。
史

家
存
其
部
目
於
『
藝
文
』、
載
其
行
事
於
列
傳
、
所
以
爲
詳
略
互

見
之
例
也
。
是
以
『
諸
子
』、『
詩
賦
』、『
兵
書
』
諸
略
、
凡
遇

史
有
列
傳
者
、
必
注
「
有
列
傳
」
字
於
其
下【
注
四
】、
所
以
使
人
參

互
而
觀
也
。『
藝
文
』
據
籍
而
紀
、
其
於
現
書
部
目
之
外
、
不
能

越
界
而
書
、
固
其
勢
也
。
古
人
師
授
淵
源
、
口
耳
傳
習
、
不
著

竹
帛
者
、
實
爲
後
代
群
籍
所
由
起
。
蓋
參
觀
於
列
傳
、
而
後
知

其
深
微
也
。
且
如
田
何
受
『
易
』
於
王
同
、
周
王
孫
、
丁
寬
三

人
、『
藝
文
』
既
載
三
家
易
傳
矣【
注
五
】。
其
云
「
商
瞿
受
『
易
』

於
孔
子
、五
傳
而
至
田
何
、漢
之
『
易
』
家
、蓋
自
田
何
始
。
何

而
上
未
嘗
有
書
」【注
六
】。
然
則
所
謂
五
傳
之
際
、
豈
無
口
耳
受
授

之
學
乎
。
是
『
藝
文
』、『
易
』
家
之
宗
祖
也
。
不
觀
『
儒
林
』

之
傳
、
何
由
知
三
家
『
易
』
傳
、
其
先
固
有
所
受
乎
。
費
、
高

二
家
之
『
易
』、『
漢
志
』
不
著
於
錄
、
後
人
以
爲
不
立
學
官
故

也【
注
七
】。
然
孔
氏
『
古
文
尚
書
』、
毛
氏
『
詩
傳
』、
左
氏
『
春

秋
』、
皆
不
列
於
學
官
、『
漢
志
』
未
嘗
不
並
著
也
。
不
觀
『
儒

林
』
之
傳
、
何
由
知
二
家
並
無
章
句
、
直
以
口
授
弟
子
、
猶
夫

田
何
以
上
之
傳
授
也
。
按
『
列
傳
』
云
、「
費
直
以
彖
、
象
、
繋

辭
、
文
言
十
篇
、
解
説
上
下
經
」。
此
不
爲
章
句
之
明
徵
也
。
晁

氏
考
定
古
易
、
則
以
彖
、
象
、
文
言
雜
入
卦
中
、
自
費
直
始
、
因

罪
費
直
之
變
古【
注
八
】。
不
觀
『
藝
文
』
後
序
、
以
謂
劉
向
校
施
、

孟
、
梁
丘
諸
家
經
文
、
惟
費
氏
易
與
古
文
同
。
是
費
直
本
無
變

亂
古
經
之
事
也
。
由
是
推
之
、
則
古
學
淵
源
、
師
儒
傳
授
、
承

學
流
別
、
皆
可
考
矣
。『
藝
文
』
一
志
、
實
爲
學
術
之
宗
、
明
道

之
要
、
而
列
傳
之
與
爲
表
裏
發
明
、
此
則
用
史
翼
經
之
明
驗
也
。

而
後
人
著
錄
乃
用
之
爲
甲
乙
計
數
而
已
矣
、
則
校
讎
失
職
之
故

也
。右

十
三
之
三

【
訓
読
文
】

「
六
藝
略
」
を
読
む
者
、必
ず
「
儒
林
列
伝
」
を
参
観
す
。
猶

お
之
れ
「
諸
子
略
」
を
読
む
に
、
必
ず
孟
荀
、
管
晏
、
老
荘
申

韓
列
伝
を
参
観
す
る
が
ご
と
き
な
り
［
原
注
：
「
詩
賦
略
」
の
鄒
陽
、
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枚
乗
、
相
如
、
揚
雄
等
の
伝
、「
兵
書
略
」
の
孫
呉
、
穰
苴
等
の
伝
、「
術
数
略
」

の
亀
策
、
日
者
等
の
伝
、「
方
技
略
」
の
扁
鵲
倉
公
等
の
伝
、
皆
な
然
ら
ざ
る
無

し
］。
孟
子
曰
く
、「
其
の
詩
を
誦
し
、
其
の
書
を
読
む
に
、
其

の
人
を
知
ら
ず
し
て
可
な
る
か
」
と
。「
藝
文
」
は
班
固
に
始
ま

る
と
雖
も
司
馬
遷
の
列
伝
、
実
は
之
を
討
論
す
。
其
の
敘
述
を

観
る
に
、
戦
国
秦
漢
の
間
、
書
を
著
す
諸
人
の
列
伝
、
未
だ
嘗

て
学
術
の
淵
源
、
文
詞
の
流
別
に
於
い
て
反
復
し
て
論
次
せ
ず

ん
ば
あ
ら
ず
。
劉
向
、
劉
歆
、
蓋
し
其
の
意
を
知
る
。
故
に
其

の
校
書
の
諸
の
敘
論
、
既
に
其
の
篇
次
を
審
定
し
、
又
た
其
の

生
平
を
推
論
す
。
書
を
以
て
言
わ
ば
之
を
叙
録
と
謂
う
も
可
な

り
。
人
を
以
て
言
わ
ば
之
を
列
伝
と
謂
う
も
可
な
り
。
史
家
其

の
部
目
を
「
藝
文
」
に
存
し
、其
の
行
事
を
列
伝
に
載
す
は
、詳

略
互
見
の
例
を
為
す
所
以
な
り
。
是
を
以
て
「
諸
子
」「
詩
賦
」

「
兵
書
」
の
諸
略
、凡
そ
史
に
列
伝
有
る
者
に
遇
え
ば
必
ず
「
列

伝
有
り
」
の
字
を
其
の
下
に
注
す
る
は
、
人
を
し
て
参
互
し
て

観
し
む
る
所
以
な
り
。「
藝
文
」
は
籍
に
拠
り
て
紀
せ
ば
、其
の

現
書
部
目
の
外
に
於
い
て
、
界
を
越
え
て
書
す
る
能
わ
ざ
る
は

固
よ
り
其
の
勢
な
り
。
古
人
師
授
の
淵
源
、
口
耳
も
て
伝
習
し
、

竹
帛
に
著
さ
ざ
る
者
、
実
は
後
代
群
籍
の
由
り
て
起
こ
る
所
為

り
。
蓋
し
列
伝
を
参
観
し
、
而
し
て
後
に
其
の
深
微
を
知
る
な

り
。
且
つ
田
何
『
易
』
を
王
同
、
周
王
孫
、
丁
寬
の
三
人
に
受

（
授
）
く
る
が
如
き
は
、「
藝
文
」
既
に
三
家
易
伝
を
載
す
。
其

れ
「
商
瞿
『
易
』
を
孔
子
に
受
く
、五
伝
し
て
田
何
に
至
る
、漢

の
易
家
は
、
蓋
し
田
何
自
り
始
ま
る
。
何
よ
り
上
未
だ
嘗
て
書

有
ら
ず
」
と
云
う
。
然
ら
ば
則
ち
所
謂
五
伝
の
際
、
豈
に
口
耳

受
授
の
学
無
き
や
。
是
れ
「
藝
文
」
易
家
の
宗
祖
な
り
。「
儒

林
」
の
伝
を
観
ざ
れ
ば
、
何
に
由
り
て
三
家
の
易
伝
、
其
の
先

に
固
よ
り
受
く
る
所
有
る
を
知
ら
ん
。
費
、
高
二
家
の
『
易
』、

「
漢
志
」
録
に
著
さ
れ
ず
、後
人
以
為
ら
く
学
官
に
立
た
ざ
る
故

な
り
と
。
然
る
に
孔
氏
『
古
文
尚
書
』、
毛
氏
『
詩
伝
』、
左
氏

『
春
秋
』、
皆
な
学
官
に
列
せ
ら
れ
ず
、「
漢
志
」
未
だ
嘗
て
並
著

せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。「
儒
林
」の
伝
を
観
ざ
れ
ば
何
に
由
り
て
二

家
並
び
に
章
句
無
く
直
だ
以
て
弟
子
に
口
授
す
る
こ
と
、
猶
お

夫
れ
田
何
以
上
の
伝
授
の
ご
と
く
な
る
を
知
ら
ん
。
按
ず
る
に

『
列
伝
』
に
云
く
、「
費
直
『
彖
』『
象
』『
系
辞
』『
文
言
』
十
篇

を
以
て
、
上
下
経
を
解
説
す
」
と
。
此
れ
章
句
を
為
さ
ざ
る
の

明
徵
な
り
。
晁
氏
古
易
を
考
定
し
、則
ち
「
彖
」「
象
」「
文
言
」

の
卦
中
に
雑
入
す
る
は
、
費
直
自
り
始
ま
る
と
し
、
因
り
て
費

直
の
古
を
変
う
る
を
罪
す
。「
藝
文
」後
序
の
以
て
劉
向 

施
、孟
、

梁
丘
諸
家
の
経
文
を
校
し
て
、惟
だ
費
氏
易 

古
文
と
同
じ
と
謂
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う
を
観
ざ
る
な
り
。
是
れ
費
直
本
よ
り
古
経
を
変
乱
す
る
の
事

無
き
な
り
。
是
に
由
り
て
之
を
推
せ
ば
則
ち
古
学
の
淵
源
、
師

儒
伝
授
、
承
学
流
別
、
皆
な
考
う
べ
し
。「
藝
文
」
の
一
志
、
実

に
学
術
の
宗
、
明
道
の
要
為
り
、
而
し
て
列
伝
の
与
に
表
裏
を

為
し
発
明
す
、
此
れ
則
ち
史
を
用
い
て
経
を
翼
く
る
の
明
験
な

り
。
而
し
て
後
人
の
著
録
、
乃
ち
之
を
用
い
て
甲
乙
計
数
を
為

す
而
已
な
る
は
、
則
ち
校
讎
職
を
失
う
の
故
な
り
。

右
十
三
之
三

【
現
代
語
訳
】

「
六
藝
略
」
を
読
む
者
は
必
ず
「
儒
林
列
伝
」
を
参
照
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
「
諸
子
略
」
を
読
む
際
に
必
ず
、
孟

荀
、
管
晏
、
老
荘
申
韓
列
伝
を
参
照
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る

［
原
注
：
「
詩
賦
略
」
の
鄒
陽
、
枚
乗
、
相
如
、
揚
雄
等
の
伝
、「
兵
書
略
」
の

孫
呉
、
穰
苴
等
の
伝
、「
術
数
略
」
の
亀
策
、
日
者
等
の
伝
、「
方
技
略
」
の
扁

鵲
倉
公
等
の
伝
な
ど
、
み
な
そ
う
で
な
い
も
の
は
な
い
］。
孟
子
は
、「
詩

を
誦
し
、
書
を
読
む
の
に
、
そ
の
人
物
を
知
ら
な
い
で
い
て
よ

い
も
の
か
」
と
い
っ
て
い
る
。「
藝
文
志
」
は
班
固
に
始
ま
る
と

は
い
う
も
の
の
、
司
馬
遷
の
列
伝
は
、
実
の
と
こ
ろ
そ
の
こ
と

を
深
く
踏
ま
え
て
い
た
の
で
あ
る
。『
史
記
』列
伝
の
敘
述
を
観

る
に
、
戦
国
、
秦
漢
の
、
著
述
を
な
し
た
諸
人
の
列
伝
は
、
そ

の
学
術
の
淵
源
、
文
詞
の
流
別
に
つ
い
て
繰
り
返
し
論
載
し
て

い
る
。
劉
向
、
劉
歆
は
お
そ
ら
く
そ
の
意
図
を
理
解
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
彼
ら
が
校
書
の
際
ま
と
め
た
諸
書

の
敘
論
は
、
各
書
の
篇
次
を
審
定
し
た
上
で
、
さ
ら
に
作
者
の

平
生
に
つ
い
て
推
し
及
ん
で
論
じ
て
い
る
。
書
物
を
取
り
上
げ

て
い
る
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
叙
録
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う

し
、
作
者
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
点
か
ら
い
え
ば
列
伝
と
い

う
こ
と
も
で
き
る
。
史
家
が
（
劉
向
、劉
歆
の
仕
事
の
う
ち
）
分
類
お

よ
び
書
目
を
『
漢
書
』
藝
文
志
と
い
う
か
た
ち
に
し
て
と
ど
め
、

作
者
の
事
績
に
つ
い
て
は
（『
史
記
』
並
び
に
『
漢
書
』
の
）
列
伝
の

記
載
に
譲
っ
た
の
は
、
詳
略
互
見
の
手
法
を
と
っ
た
た
め
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、「
諸
子
」、「
詩
賦
」、「
兵
書
」
の
諸
略
に
お
い

て
、
史
書
に
列
伝
が
あ
る
者
が
あ
れ
ば
き
っ
と
「
列
伝
有
り
」

と
い
う
記
述
を
自
注
に
残
し
て
い
る
の
は
、
相
互
に
参
照
さ
せ

る
た
め
で
あ
る
。『
漢
書
』
藝
文
志
は
、書
籍
を
手
が
か
り
と
し

て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
実
際
に
存
在
し
た
書
物
や
そ

の
分
類
か
ら
外
れ
て
（
書
物
の
か
た
ち
を
と
ら
な
い
学
問
に
つ
い
て
）
考

察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
当
然
の
次
第
で
あ
る
。
古
人

の
師
授
の
淵
源
に
お
い
て
、
口
耳
に
よ
っ
て
伝
授
し
、
竹
帛
に
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は
記
さ
な
か
っ
た
も
の
が
、
実
は
後
代
の
群
籍
の
よ
っ
て
お
こ

る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
列
伝
を
参
照
し
て
初
め
て

そ
の
深
い
い
き
さ
つ
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
田
何
が
『
易
』
を
王
同
、
周
王
孫
、
丁
寬
の
三
人
に
授

け
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、『
漢
書
』
藝
文
志
は
三
家

の
易
伝
を
著
録
し
て
い
る
。（
晁
公
武
は
）「
商
瞿
は
『
易
』
を
孔

子
か
ら
学
び
、
五
伝
し
て
田
何
に
至
っ
た
。
漢
の
易
家
は
、
思

う
に
、
田
何
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
田
何
よ
り
以
前
は

書
物
は
な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
だ
と
す
る
と
所
謂
五
伝

の
際
に
、
ど
う
し
て
口
耳
に
よ
っ
て
受
授
を
行
う
学
問
が
な

か
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。
つ
ま
り
（
田
何
は
）『
漢
書
』
藝
文
志
所

載
の
易
家
の
宗
祖
な
の
で
あ
る
。「
儒
林
伝
」
を
観
な
け
れ
ば
、

ど
う
や
っ
て
（
王
同
、
周
王
孫
、
丁
寬
の
）
三
家
の
易
伝
は
、
そ
の

先
に
も
と
も
と
受
け
継
ぐ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
で

あ
ろ
う
か
。
費
、
高
二
家
の
『
易
』
が
、『
漢
書
』
藝
文
志
に
著

録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
後
人
は
（
費
、
高
二
家
が
）
学

官
に
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
孔
氏
『
古
文
尚
書
』、
毛
氏
『
詩
伝
』、
左
氏
『
春

秋
』
も
、
い
ず
れ
も
学
官
に
立
て
ら
れ
て
い
な
い
の
に
、『
漢

書
』
藝
文
志
は
ち
ゃ
ん
と
著
録
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も

「
儒
林
伝
」
を
見
な
け
れ
ば
ど
う
し
て
（
費
、高
の
）
二
家
が
と
も

に
章
句
が
無
く
、
た
だ
弟
子
に
口
授
す
る
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
、

田
何
以
前
の
伝
授
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
得
よ
う
か
。

按
ず
る
に
、「
儒
林
伝
」
に
は
、「
費
直
は
（
章
句
は
な
く
た
だ
）『
彖
』

『
象
』『
系
辞
』『
文
言
』
の
十
篇
に
よ
っ
て
、上
下
経
を
解
説
し

た
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
費
直
が
章
句
を
作
ら
な
か
っ
た
こ
と

の
明
徵
で
あ
る
。
晁
公
武
は
、
古
易
を
考
定
し
て
、「
彖
」「
象
」

「
文
言
」
を
各
卦
の
間
に
入
れ
込
ん
だ
の
は
、費
直
か
ら
始
ま
る

と
し
て
、
費
直
が
古
制
を
曲
げ
た
と
言
い
立
て
て
い
る
。
そ
ん

な
こ
と
を
い
う
の
は
、『
漢
書
』
藝
文
志
の
易
家
の
後
序
に
、
劉

向
が
施
、
孟
、
梁
丘
の
諸
家
の
経
文
を
校
勘
し
て
、
た
だ
費
氏

易
の
み
が
古
文
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
る
の
を
見
て
い

な
い
か
ら
な
の
だ
。
つ
ま
り
費
直
が
古
経
を
乱
す
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
も
と
も
と
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て

い
け
ば
、
古
学
の
淵
源
や
師
儒
に
よ
る
授
受
、
学
統
の
流
別
も
、

す
べ
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
漢
書
』
藝
文
志
は
、ま
こ

と
に
学
術
の
大
宗
、
道
を
明
ら
め
る
要
で
あ
り
、
列
伝
は
藝
文

志
と
表
裏
を
な
し
て
（
学
術
・
大
道
を
）
発
明
す
る
。
こ
れ
は
史
に

よ
っ
て
経
を
翼
輔
す
る
明
か
な
証
拠
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

後
人
の
著
録
が
、
甲
乙
と
配
列
し
部
数
を
記
載
す
る
の
み
に
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な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
校
讎
の
職
掌
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
な
の
で
あ
る
。

以
上
、
十
三
之
三

【
訳
注
】

一　
『
孟
子
』
万
章
下
篇
に
、「
孟
子
謂
萬
章
曰
、
一
郷
之
善
士
、
斯
友

一
郷
之
善
士
。
一
國
之
善
士
、斯
友
一
國
之
善
士
。
天
下
之
善
士
、斯

友
天
下
之
善
士
。
以
友
天
下
之
善
士
爲
未
足
、
又
尚
論
古
之
人
。
頌0

其
詩

0

0

、讀
其
書

0

0

0

、不
知
其
人

0

0

0

0

、可
乎

0

0

。
是
以
論
其
世
也
。
是
尚
友
也
。」

と
あ
る
。

二　

例
え
ば
、『
史
記
』
巻
六
十
二
「
管
晏
列
傳
第
二
」
は
以
下
の
通

り
。晏

平
仲
嬰
者
、
莱
之
夷
維
人
也
。
事
齊
霊
公
・
荘
公
・
景
公
、
以

節
倹
力
行
重
於
齊
。
既
相
齊
、食
不
重
肉
、妾
不
衣
帛
。
其
在
朝
、君

語
及
之
、
即
危
言
。
語
不
及
之
、
即
危
行
。
國
有
道
、
即
順
命
。
無

道
、即
衡
命
。
以
此
三
世
顕
名
於
諸
侯
。
越
石
父
賢
、在
縲
紲
中
。
晏

子
出
、
遭
之
塗
、
解
左
驂
贖
之
、
載
歸
。
弗
謝
、
入
閨
。
久
之
、
越

石
父
請
絶
。
晏
子
戄
然
、
摂
衣
冠
謝
曰
、「
嬰
雖
不
仁
、
免
子
於
戹
、

何
子
求
絶
之
速
也
」。
石
父
曰
、「
不
然
。
吾
聞
君
子
詘
於
不
知
己
而

信
於
知
己
者
。
方
吾
在
縲
紲
中
、
彼
不
知
我
也
。
夫
子
既
已
感
寤
而

贖
我
、
是
知
己
。
知
己
而
無
禮
、
固
不
如
在
縲
紲
中
」。
晏
子
於
是
延

入
爲
上
客
。
晏
子
爲
齊
相
、
出
、
其
御
之
妻
従
門
間
而
闚
其
夫
。
其

夫
爲
相
御
、
擁
大
蓋
、
策
駟
馬
、
意
気
揚
揚
、
甚
自
得
也
。
既
而
歸
、

其
妻
請
去
。
夫
問
其
故
。
妻
曰
、「
晏
子
長
不
満
六
尺
、
身
相
齊
國
、

名
顕
諸
侯
。
今
者
妾
観
其
出
、
志
念
深
矣
、
常
有
以
自
下
者
。
今
子

長
八
尺
、
乃
爲
人
僕
御
、
然
子
之
意
自
以
爲
足
、
妾
是
以
求
去
也
」。

其
後
夫
自
抑
損
。
晏
子
怪
而
問
之
、
御
以
実
対
。
晏
子
薦
以
爲
大
夫
。

太
史
公
曰
、
吾
読
管
氏
『
牧
民
』、『
山
高
』、『
乗
馬
』、『
軽
重
』、

『
九
府
』、
及
《
晏
子
春
秋
》、
詳
哉
其
言
之
也
。
既
見
其
著
書
、
欲
観

其
行
事
、
故
次
其
伝
。
至
其
書
、
世
多
有
之
、
是
以
不
論
、
論
其
軼

事
。
…
…
方
晏
子
伏
荘
公
尸
哭
之
、
成
禮
然
後
去
、
豈
所
謂
「
見
義

不
爲
無
勇
」
者
邪
。
至
其
諌
説
、
犯
君
之
顔
、
此
所
謂
「
進
思
盡
忠
、

退
思
補
過
」
者
哉
。
仮
今
晏
子
而
在
、
余
雖
爲
之
執
鞭
、
所
忻
慕
焉
。

こ
の
ほ
か
、
老
荘
申
韓
列
伝
な
ど
を
み
て
も
、『
史
記
』
が
列
伝

に
取
り
上
げ
る
人
物
の
著
述
に
対
し
て
相
当
の
注
意
を
払
っ
て
い
た

こ
と
が
理
解
で
き
る
。
伯
夷
列
伝
所
載
の
佚
詩
も
同
様
の
配
慮
か
ら

記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三　

例
え
ば
、『
晏
子
春
秋
』
序
録
は
次
の
通
り
。

右
『
晏
子
』
凡
内
外
八
篇
、
總
二
百
十
五
章
。
護
左
都
水
使
者
光

祿
大
夫
臣
向
言
、
所
校
中
書
『
晏
子
』
十
一
篇
。
臣
向
謹
與
長
社
尉

臣
參
校
讎
太
史
書
五
篇
・
臣
向
書
一
篇
・
参
書
十
三
篇
、
凡
中
外
書
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三
十
篇
、
為
八
百
三
十
八
章
。
除
復
重
二
十
二
篇
、
六
百
三
十
八
章
、

定
著
八
篇
二
百
一
十
五
章
。
外
書
無
有
三
十
六
章
、
中
書
無
有
七
十

一
章
、
中
外
皆
有
以
相
定
。
中
書
以
夭
為
芳
、
又
為
備
、
先
為
牛
、
章

為
長
、
如
此
類
者
多
。
謹
頗
略

皆
巳
定
、
以
殺
青
、
書
可
繕
寫
。

晏
子
、
名
嬰
、
謚
平
仲
、
萊
人
。
萊
者
、
今
東
萊
地
也
。
晏
子
博

聞
彊
記
、
通
於
古
今
。
事
齊
靈
公
・
莊
公
・
景
公
、
以
節
儉
力
行
盡

忠
極
諫
、
道
齊
國
君
得
以
正
行
、
百
姓
得
以
附
親
、
不
用
則
退
耕
於

野
、
用
則
必
不
詘
義
、
不
可
脅
以
邪
、
白
刅
雖
交
胸
、
終
不
受
崔
杼

之
劫
。
諌
齊
君
、
懸
而
至
、
順
而
刻
、
及
使
諸
侯
、
莫
能
詘
其
辭
。
其

博
通
如
此
、蓋
次
管
仲
。
内
能
親
親
、外
能
厚
賢
。
居
相
國
之
位
、受

萬
鍾
之
祿
、
故
親
戚
待
其
祿
而
衣
食
五
百
餘
家
、
處
士
待
而
舉
火
者

亦
甚
衆
。
晏
子
衣
苴
布
之
衣
、
麋
鹿
之
裘
、
駕
敝
車
疲
馬
、
盡
以
祿

給
親
戚
朋
友
、
齊
人
以
此
重
之
。

四　

例
え
ば
、
諸
子
略
儒
家
に
は
、「
晏
子
八
篇
」
の
自
注
に
、「
名
嬰
、

諡
平
仲
、
相
齊
景
公
、
孔
子
稱
善
與
人
交
、
有
列
傳
。」
と
あ
る
。

五　
『
漢
書
』
芸
文
志
・
六
芸
略
・
易
に
著
録
さ
れ
る
書
籍
と
後
序
は
、

以
下
の
通
り
。

易
經
十
二
篇
。
施
、
孟
、
梁
丘
三
家
。

易
傳
周
氏
二
篇

0

0

0

0

0

0

。
字
王
孫
也

0

0

0

0

。

服
氏
二
篇
。

楊
氏
二
篇
。
名
何
、
字
叔
元
、
菑
川
人
。

蔡
公
二
篇
。
衞
人
、
事
周
王
孫
。

韓
氏
二
篇
。
名
嬰
。

王
氏
二
篇

0

0

0

0

。
名
同

0

0

。

丁
氏
八
篇

0

0

0

0

。
名
寬

0

0

、
字
子
襄

0

0

0

、
梁
人
也
。

古
五
子
十
八
篇
。
自
甲
子
至
壬
子
、
説
易
陰
陽
。

淮
南
道
訓
二
篇
。
淮
南
王
安
聘
明
易
者
九
人
、
號
九
師
説
。

古
雜
八
十
篇
、
雜
災
異
三
十
五
篇
、
神
輸
五
篇
、
圖
一
。

孟
氏
京
房
十
一
篇
、
災
異
孟
氏
京
房
六
十
六
篇
、
五
鹿
充
宗
略
説

三
篇
、
京
氏
段
嘉
十
二
篇
。

章
句
施
、
孟
、
梁
丘
氏
各
二
篇
。

　
　

凡
易
十
三
家
，
二
百
九
十
四
篇
。

易
曰
、「
宓
戲
氏
仰
觀
象
於
天
、
俯
觀
法
於
地
、
觀
鳥
獸
之
文
、
與

地
之
宜
、
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
、
於
是
始
作
八
卦
、
以
通
神
明

之
德
、
以
類
萬
物
之
情
。」
至
於
殷
周
之
際
、
紂
在
上
位
、
逆
天

暴
物
、
文
王
以
諸
侯
順
命
而
行
道
、
天
人
之
占
可
得
而
効
、
於
是

重
易
六
爻
、
作
上
下
篇
。
孔
氏
為
之
彖
、
象
、
繫
辭
、
文
言
、
序

卦
之
屬
十
篇
。
故
曰
易
道
深
矣
、
人
更
三
聖
、
世
歴
三
古
。
及
秦

燔
書
、
而
易
為
筮
卜
之
事
、
傳
者
不
絶
。
漢
興

0

0

、
田
何
傳
之

0

0

0

0

。
訖

于
宣
元
、
有
施
、
孟
、
梁
丘
、
京
氏
列
於
學
官
、
而
民
間
有
費
、
高
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二
家
之
説
。 

劉
向
以
中
古
文
易
經
校
施
、
孟
、
梁
丘
經
、
或
脱
去

「
無
咎
」、「
悔
亡
」、
唯
費
氏
經
與
古
文
同

0

0

0

0

0

0

0

0

。

以
上
の
記
述
か
ら
は
、
特
に
、
周
王
孫
、
王
同
、
丁
寛
の
著
述
と
、

田
何
と
の
関
係
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、『
漢

書
』
儒
林
伝
で
、
易
に
関
す
る
記
述
は
以
下
の
通
り
で
、
周
王
孫
、

王
同
、
丁
寛
の
三
人
の
易
学
は
、
田
何
よ
り
授
け
ら
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

漢
興

0

0

、
言
易
自
淄
川
田
生

0

0

0

0

0

0

0

、
言
書
自
濟
南
伏
生
、
言
詩
於
魯
則
申

培
公
、
於
齊
則
轅
固
生
、
燕
則
韓
太
傅
、
言
禮
則
魯
高
堂
生
、
言

春
秋
、
於
齊
則
胡
毋
生
、
於
趙
則
董
仲
舒
。
…
…

自
魯
商
瞿
子
木
受
易
孔
子

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
以
授
魯
橋
庇
子
庸
。
子
庸
授
江
東

臂
子
弓
。
子
弓
授
燕
周
醜
子
家
。
子
家
授
東
武
孫
虞
子
乘
。
子
乘

0

0

授
齊
田
何
子
裝

0

0

0

0

0

0

。
及
秦
禁
學
、
易
為
筮
卜
之
書
、
獨
不
禁
、
故
傳

受
者
不
絶
也
。
漢
興

0

0

、
田
何
以
齊
田
徙
杜
陵

0

0

0

0

0

0

0

0

、
號
杜
田
生

0

0

0

0

、
授
東

0

0

武
王
同
子
中

0

0

0

0

0

、
雒
陽
周
王
孫

0

0

0

0

0

、
丁
寬

0

0

、
齊
服
生
，
皆
著
易
傳
數
篇

0

0

0

0

0

0

。

同
授
淄
川
楊
何
、
字
叔
元
、
元
光
中
徵
為
太
中
大
夫
。
齊
即
墨
成
、

至
城
陽
相
。 

廣
川
孟
但
、
為
太
子
門
大
夫
。
魯
周
霸
、
莒
衡
胡
、 

臨
淄
主
父
偃
、
皆
以
易
至
大
官
。
要
言
易
者
本
之
田
何

0

0

0

0

0

0

0

0

。

六　

王
応
麟
『
漢
藝
文
志
考
證
』
巻
一
「
易
」
の
『
易
傳
周
氏
二
篇
字

王
孫
、
服
氏
二
篇
光
、
楊
氏
二
篇
何
、
王
氏
二
篇
同
』
に
、
晁
公
武
『
郡

斎
読
書
志
』
を
引
い
て
、「
商
瞿
受
易
孔
子
、
五
傳
而
田
何
、
漢
之
易

家
蓋
自
田
何
始
、
何
而
上
未
嘗
有
書
。」
と
あ
る
。

七　
『
漢
書
』
芸
文
志
に
は
、
費
直
、
高
相
の
著
述
は
挙
げ
ら
れ
ず
、
後

序
に
、「
訖
于
宣
、
元
，
有
施
、
孟
、
梁
丘
、
京
氏
列
於
學
官
，
而
民

間
有
費
、
高
二
家
之
説
。」
と
の
言
及
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
一
方
、

『
漢
書
』
儒
林
伝
に
は
、「
費
直

0

0

字
長
翁
、東
萊
人
也
。
治
易
為
郎
、至

單
父
令
。
長
於
卦
筮
、
亡
章
句

0

0

0

、
徒
以
彖
象
系
辭
十
篇
文
言
解
説
上

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

下
經

0

0

。
琅
邪
王
璜
平
中
能
傳
之
。
璜
又
傳
古
文
尚
書
。
高
相

0

0

，
沛
人

也
。
治
易
與
費
公
同
時
、
其
學
亦
亡
章
句

0

0

0

0

0

0

、
專
説
陰
陽
災
異
、
自
言

出
於
丁
將
軍
。」
と
あ
り
、
両
者
に
は
、
と
も
に
章
句
が
存
在
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

八　

王
応
麟
『
漢
藝
文
志
考
證
』
巻
一
「
易
」
の
後
序
「
民
間
有
費
高

二
家
之
説
」
に
引
か
れ
る
晁
公
武
『
郡
斎
読
書
志
』
に
、「
先
儒
謂
費

直
専
以
彖
象
文
言
參
解
易
爻
、
以
彖
象
文
言
雜
入
卦
中
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
自
費
氏

0

0

0

始0

。
其
始
費
氏
不
列
學
官
、
唯
行
民
間
、
至
漢
末
陳
元
方
、
鄭
康
成

之
徒
皆
學
費
氏
、古
十
二
篇
之
易
遂
亡
。
孔
穎
達
又
謂
輔
嗣
之
意
、象

本
釋
經
、
宜
相
附
近
、
分
爻
之
象
辭
、
各
附
當
爻
、
則
費
氏
初
變
亂

0

0

0

0

0

古
制
時

0

0

0

、
猶
若
今
乾
卦
、
彖
、
象
繋
卦
之
末
歟
。
古
經
始
變
於
費
氏
、

而
卒
大
亂
於
王
弼
。」
と
あ
る
。
な
お
、章
学
誠
「
信
摭
」
に
も
、「
劉
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向
典
校
祕
書
、
以
中
古
文
『
易
經
』
校
施
・
孟
・
梁
丘
三
家
、
或
脱

去
无
咎
悔
亡
、
惟
費
氏
與
古
文
同

0

0

0

0

0

0

0

。
後
人
誤
會

0

0

0

0

『
儒
林
傳

0

0

0

』
文0

、
以0

象0

・
彖0

・
文
言
解
上
下
經

0

0

0

0

0

0

、
因
分
傳
附
於
經
後

0

0

0

0

0

0

0

、
謂
始
費
氏

0

0

0

0

、
不
知

分
傳
附
經
、
自
後
漢
鄭
・
王
諸
家
始
也
」
と
あ
る
。

【
原
文
】

『
易
』
部
『
古
五
子
』
注
云
、「
自
甲
子
至
壬
子
、
説
『
易
』

陰
陽
」。
其
書
當
互
見
於
術
數
略
之
陰
陽
類
【
注
一
】。『
災
異
孟
氏

京
房
』
當
互
見
於
術
數
略
之
雜
占
或
五
行
類
。

右
十
三
之
四

【
訓
読
文
】

『
易
』
部
『
古
五
子
』
注
に
云
く
、「
甲
子
自
り
壬
子
に
至
る
、

『
易
』
陰
陽
を
説
く
」
と
。
其
の
書
当
に
術
数
略
の
陰
陽
類
に
互

見
す
べ
し
。『
災
異
孟
氏
京
房
』
当
に
術
数
略
の
雑
占
、或
い
は

五
行
類
に
互
見
す
べ
し
。

右
十
三
之
四

【
現
代
語
訳
】

『
易
』
部
『
古
五
子
』
の
自
注
に
は
、「
甲
子
自
り
壬
子
に
至

る
、『
易
』
陰
陽
を
説
く
」
と
あ
る
。
本
書
は
、
術
数
略
の
陰
陽

類
に
も
互
見
す
べ
き
で
あ
る
。『
災
異
孟
氏
京
房
』
は
、術
数
略

の
雑
占
、
あ
る
い
は
五
行
類
に
互
見
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
十
三
之
四

【
訳
注
】

一　
『
初
学
記
』
文
部
引
劉
向
『
別
録
』
に
「
所
校
讎
中
易
傳
『
古
五
子

篇
』、
除
復
重
、
定
著
十
八
篇
、
分
六
十
四
卦
、
著
之
日
辰
。
自
甲
子

至
壬
子
、
凡
五
子
、
故
號
曰
五
子
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
漢
書
』
藝
文

志
方
技
略
五
行
類
に
、『
泰
一
陰
陽
』
二
十
三
巻
、『
黄
帝
陰
陽
』
二

十
五
巻
、
…
…
『
務
成
子
災
異
應
』
十
二
巻
、『
十
二
典
災
異
應
』
十

二
巻
、『
鍾
律
災
異
』
二
十
六
巻
な
ど
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

経
部
・
易
家
と
子
部
・
五
行
陰
陽
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
校
讎

通
義
』
互
著
第
三
之
四
や
補
校
漢
書
藝
文
志
第
十
之
五
で
言
及
さ
れ

て
い
る
。

【
原
文
】

『
書
』
部
劉
向
、
許
商
二
家
各
有
『
五
行
傳
記
』、
當
互
見
於

五
行
類【
注
一
】。
夫
『
書
』
非
專
爲
五
行
也
、五
行
專
家
則
本
之
於

『
書
』
也
。
故
必
互
見
乃
得
原
委
、
猶
『
司
馬
法
』
入
『
周
官
』
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之
微
意
也【
注
二
】。

右
十
三
之
五 

【
訓
読
文
】

『
書
』
部
、
劉
向
、
許
商
二
家
に
各
お
の
『
五
行
伝
記
』
有
り
、

当
に
五
行
類
に
互
見
す
べ
し
。
夫
れ
『
書
』
専
ら
五
行
を
為
す

に
非
ざ
る
な
り
、
五
行
専
家
、
則
ち
之
を
『
書
』
に
本
づ
く
る

な
り
。
故
に
必
ず
互
見
し
て
乃
ち
原
委
を
得
。
猶
お『
司
馬
法
』

を
『
周
官
』
に
入
る
る
の
微
意
の
ご
と
し
。 

右
十
三
之
五

【
現
代
語
訳
】

『
書
』
部
の
、
劉
向
、
許
商
の
二
家
そ
れ
ぞ
れ
の
『
五
行
伝

記
』
が
著
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
五
行
類
に
互
見
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
『
書
』
は
も
っ
ぱ
ら
五
行
の
み
を
対
象
と
す
る

も
の
で
は
な
く
、
五
行
の
み
を
説
く
も
の
が
、
そ
の
由
来
を

『
書
』に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
必
ず
互
見
し
て

こ
そ
事
柄
の
い
き
さ
つ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。『
司

馬
法
』
を
『
周
官
』
に
入
れ
る
細
か
い
配
慮
と
同
様
で
あ
る
。 

以
上
、
十
三
之
五

【
訳
注
】

一　

書
経
と
五
行
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
校
讎
通
義
』
補
校
漢
書
藝
文

志
第
十
之
五
や
焦
竑
誤
校
漢
志
第
十
二
之
十
五
な
ど
で
言
及
さ
れ
て

い
る
。

二　
『
司
馬
法
』
に
つ
い
て
は
、『
校
讎
通
義
』
鄭
樵
誤
校
漢
志
第
十
一

之
二
や
焦
竑
誤
校
漢
志
第
十
二
之
四
、
漢
志
諸
子
第
十
四
之
二
十
七
、

漢
志
兵
書
第
十
六
之
六
な
ど
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

『
詩
』
部
、
韓
嬰
『
詩
外
傳
』、
其
文
雜
記
春
秋
時
事
、
與
詩

意
相
去
甚
遠
、
蓋
爲
比
興
六
義
、
博
其
趣
也
。
當
互
見
於
『
春

秋
』
類
、
與
虞
卿
、
鐸
椒
之
書
相
比
次
可
也【
注
一
】。
孟
子
曰
、

「『
詩
』
亡
然
後
『
春
秋
』
作
」【
注
二
】。『
春
秋
』
與
『
詩
』
相
表

裏
、
其
旨
可
自
得
於
韓
氏
之
『
外
傳
』。
史
家
學
『
春
秋
』
者
、

必
深
於
『
詩
』、
若
司
馬
遷
百
三
十
篇
是
也
［
原
注
：
屈
賈
、
孟
荀

諸
傳
尤
近
。］『
詩
』
部
又
當
互
通
於
樂
。

右
十
三
之
六 
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【
訓
読
文
】

『
詩
』
部
、
韓
嬰
『
詩
外
伝
』、
其
の
文
春
秋
の
時
事
を
雑
記

す
。
詩
意
と
相
い
去
る
こ
と
甚
だ
遠
し
、
蓋
し
比
興
六
義
を
為

し
其
の
趣
を
博
む
る
な
り
。
当
に
『
春
秋
』
類
に
互
見
す
べ
し
、

虞
卿
、
鐸
椒
の
書
と
相
い
比
次
す
る
は
可
な
り
。
孟
子
曰
く
、

「『
詩
』
亡
び
て
然
る
後
に
『
春
秋
』
作
る
」
と
。『
春
秋
』
と

『
詩
』
と
は
相
い
表
裏
し
、其
の
旨
自
ら
韓
氏
の
『
外
伝
』
に
得

べ
し
。
史
家
『
春
秋
』
を
学
ぶ
者
は
必
ず
『
詩
』
に
深
き
こ
と
、

司
馬
遷
の
百
三
十
篇
の
若
き
是
な
り
［
原
注
：
屈
賈
、孟
荀
の
諸
伝
尤

も
近
し
。］『
詩
』
部
又
た
当
に
楽
に
互
通
す
べ
し
。

右
十
三
之
六

【
現
代
語
訳
】

『
詩
』
部
の
韓
嬰
『
詩
外
伝
』
は
、
そ
の
内
容
は
、
春
秋
時
代

の
出
来
事
を
雑
然
と
掲
出
し
て
い
る
。
詩
三
百
篇
の
旨
意
と
非

常
に
か
け
離
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
は
比
興
と
い
っ
た
詩

の
六
義
を
援
用
し
て
そ
の
趣
旨
を
広
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で

あ
ろ
う
。『
春
秋
』
類
に
互
著
す
べ
き
で
あ
り
、
虞
卿
、
鐸
椒
の

書
で
あ
る
『
虞
氏
微
傳
』
二
篇
や
『
鐸
氏
微
』
三
篇
と
一
緒
に

並
べ
る
の
が
よ
い
。
孟
子
は
、「『
詩
』
が
亡
び
た
後
に
『
春
秋
』

が
お
こ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。『
春
秋
』
と
『
詩
』
と
が
相
い

表
裏
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
意
味
は
韓
氏
の

『
外
伝
』
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
史
家
で
『
春
秋
』

を
学
ぶ
者
が
き
っ
と
『
詩
』
に
も
深
く
通
じ
て
い
る
の
は
、
司

馬
遷
の
百
三
十
篇
の
よ
う
な
も
の
が
そ
の
例
で
あ
る
［
原
注
：
屈

原
や
賈
誼
、孟
氏
、荀
子
の
諸
伝
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。］『
詩
』
部
は
ま
た

楽
と
も
連
関
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
十
三
之
六

【
訳
注
】

一　
『
四
庫
全
書
簡
明
目
録
』
に
、「
其
書
（
＝
韓
詩
外
伝
）
雜
引
古
事

古
語
、
證
以
詩
詞
、
與
經
義
不
比
附
。
所
述
多
與
周
秦
諸
子
相
出
入
。

班
固
稱
三
家
之
詩
、『
或
取
「
春
秋
」
采
雜
説
、
或
非
其
本
義
』、
或

指
此
類
歟
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
韓
詩
外
伝
』
は
、『
詩
経
』
の
一
節

を
取
り
上
げ
、
故
事
・
説
話
と
結
び
つ
け
て
お
り
、
詩
と
春
秋
と
に

互
著
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。「
虞
卿
、
鐸
椒
之
書
」
は
、『
漢

書
』
藝
文
志
・
春
秋
に
、「
春
秋
古
經
十
二
篇
、
經
公
羊
、
穀
梁
二
家
、
左

氏
傳
三
十
巻
、
公
羊
傳
十
一
巻
、
穀
梁
傳
十
一
巻
、
鄒
氏
傳
十
一
巻
、

夾
氏
傳
十
一
巻
」
と
あ
る
の
に
続
い
て
著
録
さ
れ
て
い
る
、「
鐸
氏
微

三
篇
」、「
虞
氏
微
二
篇
」
を
指
す
。
こ
の
二
書
に
つ
い
て
は
、『
史
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記
』
十
二
諸
侯
年
表
冒
頭
に
配
さ
れ
た
太
史
公
曰
に
、「
孔
子
明
王
道
、

干
七
十
餘
君
、
莫
能
用
、
故
西
觀
周
室
、
論
史
記
舊
聞
、
興
於
魯
而

次
『
春
秋
』、
上
記
隱
、
下
至
哀
之
獲
麟
、
約
其
辭
文
、
去
其
煩
重
、

以
制
義
法
、
王
道
備
、
人
事
浹
。
七
十
子
之
徒
口
受
其
傳
指
、
為
有

所
刺
譏
襃
諱
挹
損
之
文
辭
不
可
以
書
見
也
。
魯
君
子
左
丘
明
懼
弟
子

人
人
異
端
、
各
安
其
意
、
失
其
真
、
故
因
孔
子
史
記
具
論
其
語
、
成

『
左
氏
春
秋
』。
鐸
椒
為
楚
威
王
傅

0

0

0

0

0

0

0

、
為
王
不
能
盡
觀

0

0

0

0

0

0

『
春
秋

0

0

』、
采
取

0

0

成
敗

0

0

、
卒
四
十
章

0

0

0

0

、
為0

『
鐸
氏
微

0

0

0

』。
趙
孝
成
王
時

0

0

0

0

0

、
其
相
虞
卿
上
采

0

0

0

0

0

0

『
春
秋

0

0

』、
下
觀
近
勢

0

0

0

0

、
亦
著
八
篇

0

0

0

0

、
為0

『
虞
氏
春
秋

0

0

0

0

』。
呂
不
韋
者
、

秦
莊
襄
王
相
、
亦
上
觀
尚
古
、
刪
拾
『
春
秋
』、
集
六
國
時
事
、
以
為

八
覽
、
六
論
、
十
二
紀
、
為
『
呂
氏
春
秋
』。
及
如
荀
卿
、
孟
子
、
公

孫
固
、
韓
非
之
徒
、
各
往
往
捃
摭
『
春
秋
』
之
文
以
著
書
、
不
可
勝

紀
。」
と
あ
る
中
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、王
応
麟
『
漢
藝
文
志

考
證
』
巻
三
に
は
、
劉
向
『
別
録
』
を
引
い
て
、「
左
丘
明
授
曾
申
、

申
授
其
子
期
、
期
授
楚
人
鐸
椒
、
鐸
椒
作
『
抄
撮
』
八
巻
、
授
虞
卿
」、

「
虞
卿
作
『
抄
撮
』
九
巻
、
授
荀
卿
、
荀
卿
授
張
蒼
」
と
あ
る
。
章
学

誠
は
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
韓
詩
外
伝
と
二
書
の
類
似
性
を
看
取

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

二　
『
孟
子
』
離
婁
下
篇
に
、「
孟
子
曰
、
王
者
之
跡
熄
而
詩
亡
、
詩
亡

0

0

然
後
春
秋
作

0

0

0

0

0

。
晉
之
乘
・
楚
之
檮
杌
・
魯
之
春
秋
、
一
也
。
其
事
則

齊
桓
・
晉
文
、
其
文
則
史
。
孔
子
曰
、
其
義
則
丘
竊
取
之
矣
。」
と
あ

る
。

【
原
文
】

『
禮
』
部
『
中
庸
説
』
當
互
見
『
諸
子
略
』
之
儒
家
類
【
注
一
】。

諸
記
本
非
一
家
之
言
、可
用
裁
篇
別
出
之
法
、而
文
不
盡
傳
。
今

存
大
小
戴
二
家
之
記
、
亦
文
繁
不
可
悉
舉
也
。
大
約
取
劉
向
所

定
、
分
屬
制
度
者
、
可
歸
故
事
而
附
『
尚
書
』
之
部
。
分
屬
通

論
者
、
可
歸
儒
家
而
入
諸
子
之
部
。
總
持
大
體
、
不
爲
鉤
釽
割

裂
、
則
互
見
之
書
、
各
有
攸
當
矣
。

右
十
三
之
七 

【
訓
読
文
】

『
礼
』
部
、『
中
庸
説
』、
当
に
『
諸
子
略
』
の
儒
家
類
に
互
見

す
べ
し
。
諸
記
は
本
よ
り
一
家
の
言
に
非
ず
、
裁
篇
別
出
の
法

を
用
い
る
べ
し
、
而
し
て
文
尽
く
は
伝
わ
ら
ず
、
今
大
小
戴
二

家
の
記
を
存
す
る
は
、
亦
た
文
繁
く
し
て
悉
く
は
挙
ぐ
べ
か
ら

ざ
る
な
り
。
大
約
劉
向
の
定
む
る
所
を
取
り
、
制
度
に
分
属
す

る
者
は
、
故
事
に
帰
す
べ
く
し
て
『
尚
書
』
部
に
附
し
、
通
論
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に
分
属
す
る
者
は
、
儒
家
に
帰
す
べ
く
し
て
諸
子
の
部
に
入
る
。

大
体
を
総
持
し
鉤
釽
割
裂
を
為
さ
ざ
れ
ば
則
ち
互
見
の
書
、
各

当
た
る
攸
有
り
。

右
十
三
之
七

【
現
代
語
訳
】

『
礼
』
部
の
『
中
庸
説
』
は
『
諸
子
略
』
の
儒
家
類
に
互
著
す

べ
き
で
あ
る
。
諸
記
は
も
と
も
と
一
家
の
言
で
は
な
く
、
特
定

の
篇
の
み
を
取
り
出
し
て
も
と
の
書
物
と
は
別
に
掲
出
す
る
別

裁
の
方
法
を
採
る
べ
き
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
文
辞
は
す

べ
て
伝
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
今
、
大
小
戴
二
家
の
例

に
関
す
る
記
が
伝
存
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
も
ま
た
文
辞
が
非

常
に
多
い
た
め
に
全
て
を
別
裁
し
て
掲
出
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
。
ほ
ぼ
劉
向
の
校
書
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
通
り
と
し
、
そ

の
内
、
制
度
に
関
す
る
も
の
は
、
故
事
に
帰
属
す
べ
き
で
あ
っ

て
、『
尚
書
』
部
に
附
す
こ
と
と
し
、
通
論
に
属
す
も
の
は
、
儒

家
に
帰
属
す
べ
き
で
あ
っ
て
諸
子
の
部
に
分
類
す
る
。
書
の
大

例
体
裁
を
保
持
し
ば
ら
ば
ら
に
し
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
そ
れ
ぞ

れ
の
分
類
に
互
見
す
る
書
籍
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
当
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
十
三
之
七

【
訳
注
】

一　
「
中
庸
説
二
篇
」
は
す
で
に
亡
佚
し
て
い
る
。
顔
師
古
は
、「
今
『
禮

記
』
有
『
中
庸
一
篇
』
亦
非
本
禮
經
、
蓋
此
之
流
。」
と
い
う
が
、
こ

の
書
が
六
芸
略
・
礼
に
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
か
な
り
早
い
時

期
か
ら
『
中
庸
』
が
『
礼
記
』
と
は
別
行
し
、
特
別
視
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
中
庸
』が
子
思
の
作
と
さ

れ
て
き
た
こ
と
を
思
え
ば
、『
子
思
二
十
三
篇
』
を
著
録
す
る
諸
子

略
・
儒
家
に
互
著
す
べ
き
と
す
る
章
学
誠
の
説
も
理
解
で
き
る
。

【
原
文
】

『
樂
』
部
『
雅
樂
歌
詩
』
四
篇
、
當
互
見
於
『
詩
』
部
、
及

『
詩
賦
略
』
之
雜
歌
詩【
注
一
】。

右
十
三
之
八 

【
訓
読
文
】

『
楽
』
部
『
雅
楽
歌
詩
』
四
篇
、当
に
『
詩
』
部
及
び
『
詩
賦

略
』
の
雑
歌
詩
に
互
見
す
べ
し
。

右
十
三
之
八
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【
現
代
語
訳
】

『
楽
』
部
の
『
雅
楽
歌
詩
』
四
篇
は
『
詩
』
部
及
び
『
詩
賦

略
』
の
雑
歌
詩
に
互
著
す
べ
き
で
あ
る
。 

以
上
、
十
三
之
八

【
訳
注
】

一　
『
漢
書
』
藝
文
志
・
樂
に
は
、『
雅
樂
歌
詞
』
で
は
な
く
、『
雅
歌
詩
』

と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

『
春
秋
』
部
之
『
董
仲
舒
治
獄
』、
當
互
見
於
法
家
與
律
令
之

書
。
同
部
分
門
説
已
見
前
、
不
復
置
論
【
注
一
】。

右
十
三
之
九

【
訓
読
文
】

『
春
秋
』
部
の
『
董
仲
舒
治
獄
』、
当
に
法
家
と
律
令
の
書
と

に
互
見
す
べ
し
。
同
部
分
門
の
説
已
に
前
に
見
す
、
復
た
論
を

置
か
ず
。 

右
十
三
之
九

【
現
代
語
訳
】

『
春
秋
』
部
の
『
董
仲
舒
治
獄
』
は
、法
家
と
律
令
の
書
と
に

互
著
す
べ
き
で
あ
る
。
同
部
分
門
の
説
に
つ
い
て
は
已
に
記
し

た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。 

以
上
、
十
三
之
九

【
訳
注
】

一　
『
校
讎
通
義
』
補
校
漢
藝
文
志
第
十
之
八
に
み
え
る
。

【
原
文
】

『
論
語
』
部
之
『
孔
子
三
朝
』
七
篇
、今
『
大
戴
記
』
有
其
一

篇
。
考
劉
向
『
別
録
』
七
篇
具
出
『
大
戴
』
之
記
、
而
劉
、
班

未
著
所
出
、
遂
使
裁
篇
與
互
注
之
意
俱
不
可
以
蹤
蹟
焉
、
惜
哉

【
注
一
】。右

十
三
之
十

【
訓
読
文
】

『
論
語
』
部
の
『
孔
子
三
朝
』
七
篇
、今
『
大
戴
記
』
に
其
の

一
篇
有
り
。
劉
向
『
別
録
』
を
考
う
る
に
、
七
篇
具
さ
に
『
大

戴
』
の
記
に
出
づ
。
而
る
に
劉
、
班
未
だ
出
づ
る
所
を
著
さ
ず
。

－70－



章学誠『校讎通義』訳注（五）巻三「漢志六藝第十三」

（24）

遂
に
裁
篇
と
互
注
の
意
を
使
て
俱
に
以
て
蹤
蹟
す
べ
か
ら
ざ
ら

し
む
、
惜
し
い
哉
。

右
十
三
之
十

【
現
代
語
訳
】

『
論
語
』
部
の
『
孔
子
三
朝
』
七
篇
は
、今
『
大
戴
記
』
に
そ

の
一
篇
が
あ
る
。
劉
向
『
別
録
』
を
考
え
る
に
、
七
篇
は
す
べ

て
『
大
戴
礼
』
に
出
る
も
の
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
劉
歆
、班

固
は
そ
の
こ
と
を
明
記
し
て
い
な
い
。
そ
の
ま
ま
裁
篇
と
互
注

の
意
を
用
い
て
そ
れ
を
追
跡
す
る
手
立
て
を
失
し
て
し
ま
っ
た

の
は
、
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
十
三
之
十

【
訳
注
】

一　

 『
孔
子
三
朝
』
に
つ
い
て
は
、『
校
讎
通
義
』
焦
竑
誤
校
漢
志
第
十

二
之
九
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

『
孝
經
』
部
『
古
今
字
』
與
『
小
爾
雅
』
爲
一
類
。
按
『
爾

雅
』、
訓
詁
類
也
、
主
於
義
理
。『
古
今
字
』、
篆
隸
類
也
、
主
於

形
體
。
則
『
古
今
字
』
必
當
依
『
史
籀
』、『
蒼
頡
』
諸
篇
爲
類
、

而
不
當
與
『
爾
雅
』
爲
類
矣
。
其
二
書
不
當
入
於
『
孝
經
』、已

別
具
論
次
、
不
復
置
議
焉
【
注
一
】。 

右
十
三
之
十
一 

【
訓
読
文
】

『
孝
経
』
部
『
古
今
字
』
は
『
小
爾
雅
』
と
一
類
を
為
す
。
按

ず
る
に
『
爾
雅
』
は
訓
詁
類
に
し
て
義
理
を
主
と
す
。『
古
今

字
』
は
篆
隸
類
に
し
て
形
体
を
主
と
す
。
則
ち
『
古
今
字
』
は

必
ず
当
に
『
史
籀
』『
蒼
頡
』
の
諸
篇
に
依
っ
て
類
を
為
す
べ
く

し
て
当
に
『
爾
雅
』
と
類
を
為
す
べ
か
ら
ず
。
其
の
二
書
当
に

『
孝
経
』
に
入
る
べ
か
ら
ざ
る
は
已
に
別
に
具
さ
に
論
次
す
れ

ば
、
復
た
議
を
置
か
ず
。

右
十
三
之
十
一

【
現
代
語
訳
】

『
孝
経
』
部
の
『
古
今
字
』
は
『
小
爾
雅
』
と
一
類
と
さ
れ
て

い
る
。
思
う
に
、『
爾
雅
』
は
、
訓
詁
の
類
で
あ
っ
て
義
理
を
主

と
す
る
も
の
で
あ
る
。『
古
今
字
』
は
、篆
隸
の
類
で
あ
っ
て
形

体
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、『
古
今
字
』
は
き
っ
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と
『
史
籀
』『
蒼
頡
』
の
諸
篇
と
と
も
に
一
類
を
為
す
べ
き
で
あ

り
、『
爾
雅
』
と
類
を
な
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
二
書
を

『
孝
経
』に
分
類
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
す
で
に
詳
細
に
論
じ

て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
ふ
た
た
び
議
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

以
上
、
十
三
之
十
一

【
訳
注
】

一　
『
校
讎
通
義
』
焦
竑
誤
校
漢
志
第
十
二
之
七
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

『
樂
』
部
舊
有
淮
南
劉
向
等
『
琴
頌
』
七
篇【
注
一
】、
班
固
以
爲

重
而
刪
之
。
今
考
之
『
詩
賦
略
』
而
不
見
、
豈
志
文
之
亡
逸
邪
。

『
春
秋
』
部
注
、「
省
『
太
史
公
』
四
篇
」【
注
二
】。
其
篇
名
既
不
可

知
。
按
『
太
史
公
』
百
三
十
篇
、
本
隸
『
春
秋
』
之
部
、
豈
同

歸
一
略
之
中
、
猶
有
重
複
著
録
及
裁
篇
別
出
之
例
邪
。

右
十
三
之
十
二

【
訓
読
文
】

『
楽
』
部
に
旧
と
淮
南
劉
向
等
『
琴
頌
』
七
篇
有
り
。
班
固
以

て
重
と
為
し
て
之
を
刪
る
。
今
之
を
考
う
る
に
「
詩
賦
略
」
に

は
見
え
ず
、豈
に
志
文
の
亡
逸
せ
る
か
。『
春
秋
』
部
に
注
し
て

「『
太
史
公
』
四
篇
を
省
く
」
と
。
其
の
篇
名
既
に
知
る
べ
か
ら

ず
。
按
ず
る
に
『
太
史
公
』
百
三
十
篇
、
本
と
『
春
秋
』
の
部

に
隷
う
、
豈
に
同
じ
く
一
略
の
中
に
帰
す
る
か
、
猶
お
重
複
著

録
及
び
裁
篇
別
出
の
例
有
る
か
。

右
十
三
之
十
二

【
現
代
語
訳
】

『
楽
』
部
に
は
も
と
も
と
淮
南
劉
向
等
『
琴
頌
』
七
篇
が
著
録

さ
れ
て
い
た
。
班
固
は
重
復
と
み
な
し
て
刪
っ
て
い
る
が
。
今
、

考
え
て
み
る
に
「
詩
賦
略
」
に
は
見
え
て
い
な
い
、
詩
賦
略
の

該
当
箇
所
が
亡
逸
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
春
秋
』部
に
は「『
太

史
公
』
四
篇
を
省
く
」
と
の
注
記
が
あ
る
。
そ
の
篇
名
は
も
う

知
る
手
立
て
が
な
い
。
考
え
て
み
る
に
、『
太
史
公
』
百
三
十
篇

は
、
も
と
も
と
『
春
秋
』
の
部
に
付
属
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
、

『
七
略
』
に
は
、
さ
ら
に
『
太
史
公
』
四
篇
も
、
同
じ
『
春
秋
』

の
部
に
著
録
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
だ
重
複
著
録
や

裁
篇
別
出
の
例
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
十
三
之
十
二
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【
訳
注
】

一　
『
漢
書
』
藝
文
志
・
楽
に
、「
凡
樂
六
家
、
百
六
十
五
篇
。
出
淮
南
劉

向
等
琴
頌
七
篇
」
と
あ
る
。

二　
『
漢
書
』
藝
文
志
・
六
藝
略
・
春
秋
に
、「
凡
春
秋
二
十
三
家
、
九

百
四
十
八
篇
。
省
太
史
公
四
篇
」
と
あ
る
。
姚
振
宗
『
漢
書
藝
文
志
條

理
』
は
、「
按
本
志
是
篇
都
凡
之
下
注
云
『
太
史
公
四
篇
』、
當
是
馮

氏
之
續
書
。
馮
所
續
著
録
七
篇
、
省
四
篇
、
蓋
十
一
篇
、
故
班
氏
、
韋

氏
並
云
十
餘
篇
」
と
し
、
張
舜
徽
『
漢
藝
文
志
通
釋
』
も
こ
の
説
を

支
持
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
馮
氏
之
續
書
」
と
は
、
所
謂
『
史
記
』

補
亡
の
書
で
、『
漢
書
』
藝
文
志
・
六
藝
略
・
春
秋
部
に
、「
太
史
公

書
百
三
十
篇
」
に
続
い
て
著
録
さ
れ
る
「
馮
商
所
續
太
史
公
七
篇
」

を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
韋
昭
は
、「
馮
商
受
詔
續
太
史
公
十
餘
篇
、

在
班
彪
別
録
。
商
字
子
高
」
と
注
し
て
い
る
。
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